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平成
へいせい

２８年
ねん

４月
がつ

１日
にち

から「障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

」が施行
し こ う

されます。 

 この法律
ほうりつ

は、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する基本的
きほんてき

な事項
じ こ う

や、

国
くに

の行政
ぎょうせい

機関
き か ん

、地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

等
とう

及
およ

び民間
みんかん

事業者
じぎょうしゃ

における障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする

差別
さ べ つ

を解消
かいしょう

するための措置
そ ち

などについて定
さだ

めることによって、全
すべ

ての国民
こくみん

が

障害
しょうがい

の有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

い

ながら共生
きょうせい

する社会
しゃかい

の実現
じつげん

につなげることを目的
もくてき

としています。 

 この対応
たいおう

指針
し し ん

は、「障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

」の規定
き て い

に基
もと

づき、医療
いりょう

分野
ぶ ん や

における事
じ

業者
ぎょうしゃ

が障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

し不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いをしないこと、また必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

を行
おこな

うために必要
ひつよう

な考
かんが

え方
かた

などを記載
き さ い

しています。 

 日々
ひ び

の業務
ぎょうむ

の参考
さんこう

にしていただき、障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

のない社会
しゃかい

を目指
め ざ

しましょう。 
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第
だい

１ 趣旨
しゅし

 

 

（１）障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

制定
せいてい

の経緯
けいい

 

近年
きんねん

、障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

擁護
ようご

に向
む

けた取組
とりくみ

が国際的
こくさいてき

に進展
しんてん

し、平成
へいせい

１８年
ねん

に国連
こくれん

にお

いて、障害者
しょうがいしゃ

の人権
じんけん

及
およ

び基本的
きほんてき

自由
じゆう

の享有
きょうゆう

を確保
かくほ

し、並
なら

びに障害者
しょうがいしゃ

の固有
こゆう

の尊厳
そんげん

の

尊重
そんちょう

を促進
そくしん

するための包括的
ほうかつてき

かつ総合的
そうごうてき

な国際
こくさい

条約
じょうやく

である障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

に関
かん

する

条約
じょうやく

（以下
い か

「権利
けんり

条約
じょうやく

」という。）が採択
さいたく

されました。我
わ

が国
くに

は、平成
へいせい

１９年
ねん

に権利
けんり

条約
じょうやく

に署名
しょめい

し、以来
いらい

、国内法
こくないほう

の整備
せいび

を始
はじ

めとする取組
とりくみ

を進
すす

めてきました。 

権利
けんり

条約
じょうやく

は第
だい

２条
じょう

において、「「障害
しょうがい

に基
もと

づく差別
さべつ

」とは、障害
しょうがい

に基
もと

づくあらゆ

る区別
くべつ

、排除
はいじょ

又
また

は制限
せいげん

であって、政治的
せいじてき

、経済的
けいざいてき

、社会的
しゃかいてき

、文化的
ぶんかてき

、市民的
しみんてき

その他
た

の

あらゆる分野
ぶんや

において、他
ほか

の者
もの

との平等
びょうどう

を基礎
き そ

として全
すべ

ての人権
じんけん

及
およ

び基本的
きほんてき

自由
じゆう

を

認識
にんしき

し、享有
きょうゆう

し、又
また

は行使
こうし

することを害
がい

し、又
また

は妨
さまた

げる目的
もくてき

又
また

は効果
こうか

を有
ゆう

するもの

をいう。障害
しょうがい

に基
もと

づく差別
さべつ

には、あらゆる形態
けいたい

の差別
さべつ

（合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の否定
ひてい

を含
ふく

む。）を

含
ふく

む。」と定義
ていぎ

し、その禁止
きんし

について、締約国
ていやくこく

に全
すべ

ての適当
てきとう

な措置
そ ち

を求
もと

めています。 

我
わ

が国
くに

においては、平成
へいせい

１６年
ねん

の障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

（昭和
しょうわ

４５年
ねん

法律
ほうりつ

第８４号
ごう

）の改正
かいせい

において、障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する差別
さべつ

の禁止
きんし

が基本的
きほんてき

理念
りねん

として明示
めいじ

され、さらに、平成
へいせい

２

３年
ねん

の同法
どうほう

改正
かいせい

の際
さい

には、権利
けんり

条約
じょうやく

の趣旨
しゅし

を踏
ふ

まえ、同法
どうほう

第
だい

２条
じょう

第
だい

２号
ごう

において、

社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

について、「障害
しょうがい

がある者
もの

にとつて日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

む上
うえ

で

障壁
しょうへき

となるような社会
しゃかい

における事物
じぶつ

、制度
せいど

、慣行
かんこう

、観念
かんねん

その他
た

一切
いっさい

のものをいう。」

と定義
ていぎ

されるとともに、基本
きほん

原則
げんそく

として、同法
どうほう

第
だい

４条
じょう

第
だい

１項
こう

に、「何人
なんぴと

も、障害者
しょうがいしゃ

に

対
たい

して、障害
しょうがい

を理由
りゆう

として、差別
さべつ

することその他
た

の権利
けんり

利益
りえき

を侵害
しんがい

する行為
こうい

をしては

ならない」こと、また、同条
どうじょう

第
だい

２項
こう

に、「社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

は、それを必要
ひつよう

としてい

る障害者
しょうがいしゃ

が現
げん

に存
そん

し、かつ、その実施
じっし

に伴
ともな

う負担
ふたん

が過重
かじゅう

でないときは、それを怠
おこた

る

ことによって前項
ぜんこう

の規定
きてい

に違反
いはん

することとならないよう、その実施
じっし

について必要
ひつよう

かつ

合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

がされなければならない」ことが規定
きてい

されました。 
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障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

２５年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

６５号
ごう

。以下
い か

「法
ほう

」という。）は、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の差別
さべつ

の禁止
きんし

の基本原則
きほんげんそく

を具体化
ぐ た い か

するものであり、

全
すべ

ての国民
こくみん

が、障害
しょうがい

の有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、相互
そうご

に人格
じんかく

と個性
こせい

を

尊重
そんちょう

し合
あ

いながら共生
きょうせい

する社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

け、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

の解消
かいしょう

を推進
すいしん

すること

を目的
もくてき

として、平成
へいせい

２５年
ねん

６月
がつ

に制定
せいてい

されました。我
わ

が国
くに

は、法
ほう

の制定
せいてい

を含
ふく

めた一連
いちれん

の

障害者
しょうがいしゃ

施策
しさく

に係
かか

る取組
とりくみ

の成果
せいか

を踏
ふ

まえ、平成
へいせい

２６年
ねん

１月
がつ

に権利
けんり

条約
じょうやく

を締結
ていけつ

しました。 

 法
ほう

は、平成
へいせい

２８年
ねん

４月
がつ

１日
にち

から施行
しこう

されることになっています。 

 

（２）対象
たいしょう

となる障害者
しょうがいしゃ

 

 対 象
たいしょう

となる障害者
しょうがいしゃ

・障害児
しょうがいじ

（以下
い か

「障害者
しょうがいしゃ

」という。）は、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

２条
じょう

第
だい

１号
ごう

に規定
きてい

する障害者
しょうがいしゃ

、すなわち、「身体
しんたい

障害
しょうがい

、知的
ちてき

障害
しょうがい

、精神
せいしん

障害
しょうがい

（発達
はったつ

障害
しょうがい

を含
ふく

む。）その他
た

の心身
しんしん

の機能
きのう

の障害
しょうがい

（以下
い か

「障害
しょうがい

」と総称
そうしょう

する。）がある者
もの

であっ

て、障害
しょうがい

及
およ

び社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

により継続的
けいぞくてき

に日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を受
う

ける状態
じょうたい

にあるもの」です。 

これは、障害者
しょうがいしゃ

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

において受
う

ける制限
せいげん

は、身体
しんたい

障害
しょうがい

、知的
ちてき

障害
しょうがい

、精神
せいしん

障害
しょうがい

（発達
はったつ

障害
しょうがい

を含
ふく

む。）その他
た

の心身
しんしん

の機能
きのう

の障害
しょうがい

（難病
なんびょう

に起因
きいん

す

る障害
しょうがい

を含
ふく

む。）のみに起因
きいん

するものではなく、社会
しゃかい

における様々
さまざま

な障壁
しょうへき

と相対
あいたい

する

ことによって生
しょう

ずるというモデル（いわゆる「社会
しゃかい

モデル」）の考
かんが

え方
かた

を踏
ふ

まえてい

るものです。したがって、法
ほう

が対象
たいしょう

とする障害者
しょうがいしゃ

は、いわゆる障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の所持者
しょじしゃ

に限
かぎ

りません。なお、高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

は精神
せいしん

障害
しょうがい

に含
ふく

まれています。 

 また、特
とく

に女性
じょせい

である障害者
しょうがいしゃ

は、障害
しょうがい

に加
くわ

えて女性
じょせい

であることにより、さらに

複合的
ふくごうてき

に困難
こんなん

な状 況
じょうきょう

に置
お

かれている場合
ばあい

があること、障害児
しょうがいじ

には、成人
せいじん

の障害者
しょうがいしゃ

と

は異
こと

なる支援
しえん

の必要性
ひつようせい

があることに留意
りゅうい

する必要
ひつよう

があります。 
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（３）障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する基本
きほん

方針
ほうしん

 

 法
ほう

第
だい

６条
じょう

第
だい

１項
こう

の規定
きてい

に基
もと

づき、「障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する

基本
きほん

方針
ほうしん

」（平成
へいせい

２７年
ねん

２月
がつ

２４日
にち

閣議
かくぎ

決定
けってい

。以下
い か

「基本
きほん

方針
ほうしん

」という。）が策定
さくてい

され

ました。 

基本
きほん

方針
ほうしん

は、障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

は、雇用
こよう

、教育
きょういく

、医療
いりょう

、公共
こうきょう

交通
こうつう

等
とう

、障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

に関
かか

わるあらゆる分野
ぶんや

に関連
かんれん

し、各府省
かくふしょう

の所掌
しょしょう

に

横断的
おうだんてき

にまたがる施策
しさく

であるため、政府
せいふ

として、施策
しさく

の総合的
そうごうてき

かつ一体的
いったいてき

な推進
すいしん

を図
はか

る

とともに、行政
ぎょうせい

機関
きかん

間
かん

や分野
ぶんや

間
かん

における取組
とりくみ

のばらつきを防
ふせ

ぐため、施策
しさく

の基本的
きほんてき

な

方向
ほうこう

等
とう

を示
しめ

したものです。 

 

（４）医療
いりょう

分野
ぶんや

における対応
たいおう

指針
ししん

 

 法
ほう

第
だい

１１条
じょう

第
だい

１項
こう

の規定
きてい

に基
もと

づき、主務
しゅむ

大臣
だいじん

は、基本
きほん

方針
ほうしん

に即
そく

して、事業者
じぎょうしゃ

が法
ほう

第
だい

８条
じょう

に規定
きてい

する事項
じこう

に関
かん

し、適切
てきせつ

に対応
たいおう

するために必要
ひつよう

な指針
ししん

（以下
い か

「対応
たいおう

指針
ししん

」と

いう。）を定
さだ

めることとされています。 

 本指針
ほんししん

は、上
うえ

に述
の

べた法
ほう

の目的
もくてき

を達成
たっせい

するため、特
とく

に医療
いりょう

分野
ぶんや

に関
かか

わる事業者
じぎょうしゃ

の対応
たいおう

指針
ししん

を定
さだ

めたものです。 

 本指針
ほんししん

において定
さだ

める措置
そ ち

については、「望
のぞ

まれます」と記載
きさい

されている内容
ないよう

等
とう

法的
ほうてき

義務
ぎ む

ではないものも含
ふく

まれますが、法
ほう

の目的
もくてき

を踏
ふ

まえ、具体的
ぐたいてき

場面
ばめん

や状 況
じょうきょう

に応
おう

じて

柔軟
じゅうなん

な対応
たいおう

を積極的
せっきょくてき

に行
おこな

うことが期待
きたい

されるものです。 

なお、事業者
じぎょうしゃ

は、障
しょう

害
がい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

を解
かい

消
しょう

するための取
とり

組
くみ

を行
おこな

うに当
あ

たり、

法
ほう

、基本
きほん

方針
ほうしん

及
およ

び本指針
ほんししん

に示
しめ

す項目
こうもく

のほか、各事業
かくじぎょう

に関連
かんれん

する法令
ほうれい

等
とう

の規定
きてい

を順守
じゅんしゅ

し

なければなりません。 

また、医療
いりょう

分野
ぶんや

のサービスの提供
ていきょう

に当
あ

たっては、福祉
ふくし

サービスその他
た

の関連
かんれん

するサ

ービスとの有機的
ゆうきてき

な連携
れんけい

を図
はか

ることが求
もと

められることから、事業者
じぎょうしゃ

は、日頃
ひごろ

から、障害
しょうがい

に関
かん

する理解
りかい

や障害者
しょうがいしゃ

の人権
じんけん

・権利
けんり

擁護
ようご

に関
かん

する認識
にんしき

を深
ふか

めるとともに、より高
たか

い
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意識
いしき

と行動
こうどう

規範
きはん

をもって障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

を解消
かいしょう

するための取組
とりくみ

を進
すす

めていく

ことが期待
きたい

されます。 

本指針
ほんししん

の対象
たいしょう

となる医療
いりょう

関
かん

係
けい

事業者
じぎょうしゃ

の範囲
はんい

は、医療法
いりょうほう

（昭和
しょうわ

２３年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

２０５号
ごう

）

第
だい

１条
じょう

の２に規定
きてい

する医療
いりょう

提供
ていきょう

施設
しせつ

（介護
かいご

老人
ろうじん

保健
ほけん

施設
しせつ

等
とう

を除
のぞ

く。）の運営
うんえい

事業
じぎょう

や、

その他
た

の医療
いりょう

分野
ぶんや

に関
かか

わる事業
じぎょう

を行
おこな

う事業者
じぎょうしゃ

です。 

「本指針
ほんししん

の対象
たいしょう

となる医療
いりょう

関
かん

係
けい

事業者
じぎょうしゃ

」 

・病院
びょういん

 

・診療所
しんりょうじょ

 

・助産所
じょさんじょ

 

・調剤
ちょうざい

を実施
じっし

する薬局
やっきょく

 など 

 

 なお、基本
きほん

方針
ほうしん

において、「事業者
じぎょうしゃ

は、商 業
しょうぎょう

その他
た

の事業
じぎょう

を行
おこな

う者
しゃ

（地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

の経営
けいえい

する企業
きぎょう

及
およ

び公営
こうえい

企業型
きぎょうがた

地方
ちほう

独立
どくりつ

行政
ぎょうせい

法人
ほうじん

を含
ふく

み、国
くに

、独立
どくりつ

行政
ぎょうせい

法人
ほうじん

等
とう

、

地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

及
およ

び公営
こうえい

企業型
きぎょうがた

以外
いがい

の地方
ちほう

独立
どくりつ

行政
ぎょうせい

法人
ほうじん

を除
のぞ

く。）であり、目的
もくてき

の

営利
えいり

・非営利
ひ え い り

、個人
こじん

・法人
ほうじん

の別
べつ

を問
と

わず、同種
どうしゅ

の行為
こうい

を反復
はんぷく

継続
けいぞく

する意思
い し

をもって行
おこな

う者
もの

である。したがって、例
たと

えば、個人
こじん

事業者
じぎょうしゃ

や対価
たいか

を得
え

ない無報酬
むほうしゅう

の事業
じぎょう

を行
おこな

う者
もの

、

非営利
ひ え い り

事業
じぎょう

を行
おこな

う社会
しゃかい

福祉
ふくし

法人
ほうじん

や特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

も対象
たいしょう

となる。」と規定
きてい

されて

います。 

  

注
ちゅう

）事業者
じぎょうしゃ

が事業主
じぎょうぬし

としての立場
たちば

で労働者
ろうどうしゃ

に対
たい

して行
おこな

う障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

を解消
かいしょう

するための

措置
そ ち

については、法
ほう

第
だい

１３条
じょう

により、障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

の促進
そくしん

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

（昭和
しょうわ

３５年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

１２

３号
ごう

）の定
さだ

めるところによることとされており、同法
どうほう

に基
もと

づき別途
べっと

定
さだ

められた「障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

禁止
きんし

指針
ししん

（※

1）」及び「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

指針
ししん

（※２）」を参照
さんしょう

してください。 

※1 「障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する差別
さべつ

の禁止
きんし

に関
かん

する規定
きてい

に定
さだ

める事項
じこう

に関
かん

し、事業主
じぎょうぬし

が適切
てきせつ

に対処
たいしょ

するための指針
ししん

」 

（平成
へいせい

27年
ねん

厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

告示
こくじ

第
だい

116号
ごう

） 

※2 「雇用
こよう

の分野
ぶんや

における障害者
しょうがいしゃ

と障害者
しょうがいしゃ

でない者
もの

との均等
きんとう

な機会
きかい

若
も

しくは待遇
たいぐう

の確保
かくほ

又
また

は障害者
しょうがいしゃ

である労働者
ろうどうしゃ

の 有
ゆう

する能力
のうりょく

の有効
ゆうこう

な発揮
はっき

の支障
ししょう

となっている事情
じじょう

を改善
かいぜん

するために事業主
じぎょうぬし

が講
こう

ずべき措置
そ ち

に関
かん

する指針
ししん

」 

（平成
へいせい

27年
ねん

厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

告示
こくじ

第
だい

117号
ごう

） 
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第
だい

２ 障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

い及
およ

び合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

 

 

（１）不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

い 

 ①不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

 

  法
ほう

は、障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

して、正当
せいとう

な理由
りゆう

なく、障害
しょうがい

を理由
りゆう

として、サービス等
とう

の提供
ていきょう

を拒否
きょひ

する又
また

は提供
ていきょう

に当
あ

たって場所
ばしょ

・時間帯
じかんたい

などを制限
せいげん

する、障害者
しょうがいしゃ

でない者
もの

に対
たい

しては付
ふ

さない条件
じょうけん

を付
ふ

するなどにより、障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

利益
りえき

を侵害
しんがい

することを禁止
きんし

しています。 

なお、障害者
しょうがいしゃ

の事実上
じじつじょう

の平等
びょうどう

を促進
そくしん

し、又
また

は達成
たっせい

するために必要
ひつよう

な特別
とくべつ

の措置
そ ち

は、

不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いではないことに留意
りゅうい

する必要
ひつよう

があります。 

したがって、障害者
しょうがいしゃ

を障害者
しょうがいしゃ

でない者
もの

と比
くら

べて優遇
ゆうぐう

する取扱
とりあつか

い（いわゆる

積極的
せっきょくてき

改善
かいぜん

措置
そ ち

）、法
ほう

に規定
きてい

された障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

による

障害者
しょうがいしゃ

でない者
もの

との異
こと

なる取扱
とりあつか

いや、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を提供
ていきょう

するために必要
ひつよう

な範囲
はんい

で、

プライバシーに配慮
はいりょ

しつつ障害者
しょうがいしゃ

に障害
しょうがい

の状 況
じょうきょう

等
とう

を確認
かくにん

することは、不当
ふとう

な

差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いには当
あ

たりません。 

不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いとは、正当
せいとう

な理由
りゆう

なく、障害者
しょうがいしゃ

を、問題
もんだい

となる事務
じ む

・事業
じぎょう

に

ついて本質的
ほんしつてき

に関係
かんけい

する諸事情
しょじじょう

が同
おな

じ障害者
しょうがいしゃ

でない者
もの

より不利
ふ り

に扱
あつか

うことです。 

 

 ②正当
せいとう

な理由
りゆう

の判断
はんだん

の視点
してん

 

  不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いであるのかどうかの判断
はんだん

には、その取扱
とりあつか

いを行
おこな

う正当
せいとう

な

理由
りゆう

の有無
う む

が重要
じゅうよう

となります。正当
せいとう

な理由
りゆう

に相当
そうとう

するのは、障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

して、障害
しょうがい

を理由
りゆう

として、財
ざい

・サービスや各種
かくしゅ

機会
きかい

の提供
ていきょう

を拒否
きょひ

するなどの取扱
とりあつか

いが客観的
きゃっかんてき

に見
み

て正当
せいとう

な目的
もくてき

の下
もと

に行
おこな

われたものであり、その目的
もくてき

に照
て

らしてやむを得
え

ないと

言
い

える場合
ばあい

です。 

正当
せいとう

な理由
りゆう

に相当
そうとう

するか否
いな

かについて、事業者
じぎょうしゃ

は、個別
こべつ

の事案
じあん

ごとに、障害者
しょうがいしゃ

、
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事業者
じぎょうしゃ

、第三者
だいさんしゃ

の権利
けんり

利益
りえき

（例
れい

：安全
あんぜん

の確保
かくほ

、財産
ざいさん

の保全
ほぜん

、事業
じぎょう

の目的
もくてき

・内容
ないよう

・機能
きのう

の維持
い じ

、損害
そんがい

発生
はっせい

の防止
ぼうし

等
とう

）の観点
かんてん

に鑑
かんが

み、具体的
ぐたいてき

場面
ばめん

や状 況
じょうきょう

に応
おう

じて総合的
そうごうてき

・

客観的
きゃっかんてき

に判断
はんだん

することが必要
ひつよう

であり、事業者
じぎょうしゃ

は、正当
せいとう

な理由
りゆう

があると判断
はんだん

した場合
ばあい

には、障害者
しょうがいしゃ

にその理由
りゆう

を説明
せつめい

するものとし、理解
りかい

を得
え

るよう努
つと

めることが望
のぞ

まれ

ます。 

  なお、「客観的
きゃっかんてき

に判断
はんだん

する」とは、主観的
しゅかんてき

な判断
はんだん

に委
ゆだ

ねられるのではなく、その

主張
しゅちょう

が客観的
きゃっかんてき

な事実
じじつ

によって裏
うら

付
づ

けられ、第三者
だいさんしゃ

の立場
たちば

から見
み

ても納得
なっとく

を得
え

られ

るような「客観性
きゃっかんせい

」が必要
ひつよう

とされるものです。 

また、「正当
せいとう

な理由
りゆう

」を根拠
こんきょ

に、不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いを禁止
きんし

する法
ほう

の趣旨
しゅし

が形骸化
けいがいか

されるべきではなく、抽 象 的
ちゅうしょうてき

に事故
じ こ

の危惧
き ぐ

がある、危険
きけん

が想定
そうてい

されるといった理由
りゆう

によりサービスを提供
ていきょう

しないといったことは適切
てきせつ

ではありません。 

 

（２）合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

 

①合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

 

 ＜合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

とは＞ 

権利
けんり

条約
じょうやく

第
だい

2 条
じょう

において、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

は、「障害者
しょうがいしゃ

が他
ほか

の者
もの

との平等
びょうどう

を基礎
き そ

と

して全
すべ

ての人権
じんけん

及
およ

び基本的
きほんてき

自由
じゆう

を享有
きょうゆう

し、又
また

は行使
こうし

することを確保
かくほ

するための必要
ひつよう

かつ適当
てきとう

な変更
へんこう

及
およ

び調整
ちょうせい

であって、特定
とくてい

の場合
ばあい

において必要
ひつよう

とされるものであり、

かつ、均衡
きんこう

を失
しっ

した又
また

は過度
か ど

の負担
ふたん

を課
か

さないもの」と定義
ていぎ

されています。 

 法
ほう

は、権利
けんり

条約
じょうやく

における合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の定義
ていぎ

を踏
ふ

まえ、事業者
じぎょうしゃ

に対
たい

し、その事業
じぎょう

を

行
おこな

うに当
あ

たり、個々
こ こ

の場面
ばめん

において、障害者
しょうがいしゃ

から現
げん

に社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を必要
ひつよう

と

している旨
むね

の意思
い し

の表明
ひょうめい

があった場合
ばあい

において、その実施
じっし

に伴
ともな

う負担
ふたん

が過重
かじゅう

でない

ときは、障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

利益
りえき

を侵害
しんがい

することとならないよう、社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

の

実施
じっし

について、必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

（以下「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

」という。）を行
おこな

うことを

求
もと

めています。 

 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

は、事業者
じぎょうしゃ

の事業
じぎょう

の目的
もくてき

・内容
ないよう

・機能
きのう

に照
て

らし、必要
ひつよう

とされる範囲
はんい

で本来
ほんらい
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の業務
ぎょうむ

に付随
ふずい

するものに限
かぎ

られ、障害者
しょうがいしゃ

でない者
もの

との比較
ひかく

において同等
どうとう

の機会
きかい

の

提供
ていきょう

を受
う

けるためのものであり、事業
じぎょう

の目的
もくてき

・内容
ないよう

・機能
きのう

の本質的
ほんしつてき

な変更
へんこう

には及
およ

び

ません。  

 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

は、障害
しょうがい

の特性
とくせい

や社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

が求
もと

められる具体的
ぐたいてき

場面
ばめん

や

状 況
じょうきょう

に応
おう

じて異
こと

なり、多様
たよう

かつ個別性
こべつせい

の高
たか

いものであり、当該
とうがい

障害者
しょうがいしゃ

が現
げん

に置
お

か

れている状 況
じょうきょう

を踏
ふ

まえ、社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

のための手段
しゅだん

及
およ

び方法
ほうほう

について様々
さまざま

な

要素
ようそ

を考慮
こうりょ

し、代替
だいたい

措置
そ ち

の選択
せんたく

も含
ふく

め、双方
そうほう

の建設的
けんせつてき

対話
たいわ

による相互
そうご

理解
りかい

を通
つう

じ、

必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

な範囲
はんい

で柔軟
じゅうなん

に対応
たいおう

がなされるものです。合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の内容
ないよう

は、

技術
ぎじゅつ

の進展
しんてん

、社会
しゃかい

情勢
じょうせい

の変化
へんか

等
とう

に応
おう

じて変遷
へんせん

することにも留意
りゅうい

すべきです。 

 

＜意思
い し

の表明
ひょうめい

＞ 

 意思
い し

の表明
ひょうめい

に当
あ

たっては、具体的
ぐたいてき

場面
ばめん

において、社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

に関
かん

する配慮
はいりょ

を必要
ひつよう

としている状 況
じょうきょう

にあることを、言語
げんご

（手話
しゅわ

を含
ふく

む。）のほか、点字
てんじ

、拡大
かくだい

文字
も じ

、

筆談
ひつだん

、実物
じつぶつ

の提示
ていじ

や身振
み ぶ

りサイン等
とう

による合図
あいず

、触覚
しょっかく

による意思
い し

伝達
でんたつ

など、障害者
しょうがいしゃ

が他人
たにん

とコミュニケーションを図
はか

る際
さい

に必要
ひつよう

な手段
しゅだん

（通訳
つうやく

を介
かい

するものを含
ふく

む。）に

より伝
つた

えられます。 

 また、障害者
しょうがいしゃ

からの意思
い し

の表明
ひょうめい

のみでなく、知的
ちてき

障害
しょうがい

や精神
せいしん

障害
しょうがい

（発達
はったつ

障害
しょうがい

を含
ふく

む。）等
とう

により本人
ほんにん

からの意思
い し

の表明
ひょうめい

が困難
こんなん

な場合
ばあい

には、障害者
しょうがいしゃ

の家族
かぞく

、

支援者
しえんしゃ

・介助者
かいじょしゃ

、法定
ほうてい

代理人
だいりにん

等
とう

、コミュニケーションを支援
しえん

する者
もの

が本人
ほんにん

を補佐
ほ さ

して

行
おこな

う意思
い し

の表明
ひょうめい

も含
ふく

まれます。 

 なお、意思
い し

の表明
ひょうめい

が困難
こんなん

な障害者
しょうがいしゃ

が、家族
かぞく

、支援者
しえんしゃ

・介助者
かいじょしゃ

等
とう

を伴
ともな

っていない

ことなどにより、意思
い し

の表明
ひょうめい

がない場合
ばあい

であっても、当該
とうがい

障害者
しょうがいしゃ

が社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の

除去
じょきょ

を必要
ひつよう

としていることが明白
めいはく

であるときには、法
ほう

の趣旨
しゅし

に鑑
かんが

みれば、当該
とうがい

障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

して適切
てきせつ

と思
おも

われる配慮
はいりょ

を提供
ていきょう

するために自主的
じしゅてき

に取
と

り組
く

むことが望
のぞ

まれます。 
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＜環境
かんきょう

整備
せいび

との関係
かんけい

＞ 

法
ほう

は、不特定
ふとくてい

多数
たすう

の障害者
しょうがいしゃ

を主
おも

な対象
たいしょう

として行
おこな

われる事前的
じぜんてき

改善
かいぜん

措置
そ ち

（いわゆ

るバリアフリー法
ほう

に基
もと

づく公共
こうきょう

施設
しせつ

や交通
こうつう

機関
きかん

のバリアフリー化
か

、意思
い し

表示
ひょうじ

やコミ

ュニケーションを支援
しえん

するためのサービス・介助者
かいじょしゃ

・支援者
しえんしゃ

等
とう

の人的
じんてき

支援
しえん

、障害者
しょうがいしゃ

に

よる円滑
えんかつ

な情報
じょうほう

の取得
しゅとく

・利用
りよう

・発信
はっしん

のための情報
じょうほう

アクセシビリティの向上
こうじょう

等
とう

）に

ついては、個別
こべつ

の場合
ばあい

において、個々
こ こ

の障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

して行
おこな

われる合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を的確
てきかく

に行
おこな

うための環境
かんきょう

の整備
せいび

として実施
じっし

に努
つと

めることとしています。 

新
あたら

しい技術
ぎじゅつ

開発
かいはつ

が環境
かんきょう

の整備
せいび

に係
かかわ

る投資
とうし

負担
ふたん

の軽減
けいげん

をもたらすこともあること

から、技術
ぎじゅつ

進歩
しんぽ

の動向
どうこう

を踏
ふ

まえた取組
とりくみ

が期待
きたい

されています。また、環境
かんきょう

の整備
せいび

には、

ハード面
めん

のみならず、職員
しょくいん

に対
たい

する研修
けんしゅう

等
とう

のソフト面
めん

の対応
たいおう

も含
ふく

まれることが

重要
じゅうよう

です。 

 障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

の解消
かいしょう

のための取組
とりくみ

は、このような環境
かんきょう

の整備
せいび

を行
おこな

うための施策
しさく

と連携
れんけい

しながら進
すす

められることが重要
じゅうよう

であり、ハード面
めん

でのバリアフリー化
か

施策
しさく

、

情報
じょうほう

の取得
しゅとく

・利用
りよう

・発信
はっしん

における情報
じょうほう

アクセシビリティ向上
こうじょう

のための施策
しさく

、職員
しょくいん

に対
たい

する研修
けんしゅう

等
とう

、環境
かんきょう

の整備
せいび

の施策
しさく

を着実
ちゃくじつ

に進
すす

めることが必要
ひつよう

です。 

 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

は、上 述
じょうじゅつ

の、障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の利用
りよう

を想定
そうてい

して事前
じぜん

に行
おこな

われる建築物
けんちくぶつ

の

バリアフリー化
か

、支援者
しえんしゃ

・介助者
かいじょしゃ

等
とう

の人的
じんてき

支援
しえん

、情報
じょうほう

アクセシビリティの向上
こうじょう

等
とう

の

環境
かんきょう

の整備
せいび

を基礎
き そ

として、その上
うえ

で、個々
こ こ

の障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

して、その状 況
じょうきょう

に応
おう

じ

て個別
こべつ

に実施
じっし

される措置
そ ち

です。従
したが

って、各場面
かくばめん

における環境
かんきょう

の整備
せいび

の状 況
じょうきょう

により、

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の内容
ないよう

は異
こと

なることとなります。また、障害
しょうがい

の状態
じょうたい

等
とう

が変化
へんか

することも

あるため、特
とく

に、障害者
しょうがいしゃ

との関係性
かんけいせい

が長期
ちょうき

にわたる場合
ばあい

には、提供
ていきょう

する合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

について、適宜
てきぎ

、見直
みなお

しを行
おこな

うことが重要
じゅうよう

です。 

 

②過重
かじゅう

な負担
ふたん

の基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

 

 過重
かじゅう

な負担
ふたん

については、事業者
じぎょうしゃ

において、具体的
ぐたいてき

な検討
けんとう

をせずに過重
かじゅう

な負担
ふたん

を拡大
かくだい

解釈
かいしゃく

するなどして法
ほう

の趣旨
しゅし

を損
そこ

なうことなく、個別
こべつ

の事案
じあん

ごとに、以下
い か

の要素
ようそ

等
とう

を
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考慮
こうりょ

し、具体的
ぐたいてき

場面
ばめん

や状 況
じょうきょう

に応
おう

じて総合的
そうごうてき

・客観的
きゃっかんてき

に判断
はんだん

することが必要
ひつよう

であり、

過重
かじゅう

な負担
ふたん

に当
あ

たると判断
はんだん

した場合
ばあい

、障害者
しょうがいしゃ

にその理由
りゆう

を説明
せつめい

するものとし、理解
りかい

を

得
え

るよう努
つと

めることが望
のぞ

まれます。 

 

＊事務
じ む

・事業
じぎょう

への影響
えいきょう

の程度
ていど

（事務
じ む

・事業
じぎょう

の目的
もくてき

・内容
ないよう

・機能
きのう

を損
そこ

なうか否
いな

か） 

当該
とうがい

措置
そ ち

を講
こう

ずることによるサービス提供
ていきょう

への影響
えいきょう

、その他
た

の事業
じぎょう

への影響
えいきょう

の程度
ていど

。 

 

＊実現
じつげん

可能性
かのうせい

の程度
ていど

（物理的
ぶつりてき

・技術的
ぎじゅつてき

制約
せいやく

、人的
じんてき

・体制上
たいせいじょう

の制約
せいやく

） 

事業所
じぎょうしょ

の立地
りっち

状 況
じょうきょう

や施設
しせつ

の所有
しょゆう

形態
けいたい

等
とう

の制約
せいやく

にも応
おう

じた、当該
とうがい

措置
そ ち

を講
こう

ずるための機器
き き

や技術
ぎじゅつ

、人材
じんざい

の確保
かくほ

、設備
せつび

の整備
せいび

等
とう

の実現
じつげん

可能性
かのうせい

の程度
ていど

。 

 

＊費用
ひよう

・負担
ふたん

の程度
ていど

 

当該
とうがい

措置
そ ち

を講
こう

ずることによる費用
ひよう

・負担
ふたん

の程度
ていど

。複数
ふくすう

の障害者
しょうがいしゃ

から合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

に関
かん

する

要望
ようぼう

があった場合
ばあい

、それらの複数
ふくすう

の障害者
しょうがいしゃ

に係
かか

る必要性
ひつようせい

や負担
ふたん

を勘案
かんあん

して判断
はんだん

すること

となります。 

 

＊事務
じ む

・事業
じぎょう

規模
き ぼ

 

 当該
とうがい

事業所
じぎょうしょ

の規模
き ぼ

に応
おう

じた負担
ふたん

の程度
ていど

。 

 

＊財務
ざいむ

状 況
じょうきょう

 

  当該
とうがい

事業所
じぎょうしょ

の財務
ざいむ

状 況
じょうきょう

に応
おう

じた負担
ふたん

の程度
ていど

。 
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第
だい

３ 障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

い及
およ

び合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の例
れい

 

 

（１）不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いと考
かんが

えられる例
れい

 

  事
じ

業者
ぎょうしゃ

が医療
いりょう

分野
ぶんや

のサービスを提供
ていきょう

するに際
さい

して、次
つぎ

のような取扱
とりあつか

いをするこ

とは「不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

い」となるおそれがあります。 

ここに記載
きさい

する事例
じれい

はあくまで例示
れいじ

であり、これに限
かぎ

られるものではありません。

また、客観的
きゃっかんてき

にみて正当
せいとう

な理由
りゆう

が存在
そんざい

する場合
ばあい

（第
だい

２（１）②参照
さんしょう

）は、不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いに該当
がいとう

しない場合
ばあい

があることにご留意
りゅうい

ください。 

  

○サービスの提供
ていきょう

を拒否
きょひ

すること 

・ 医療
いりょう

機関
きかん

や薬局
やっきょく

において、人的
じんてき

体制
たいせい

、設備
せつび

体制
たいせい

が整
ととの

っており、対応
たいおう

可能
かのう

であ

るにもかかわらず、障害
しょうがい

があることを理由
りゆう

に診療
しんりょう

・入院
にゅういん

・調剤
ちょうざい

等
とう

を拒否
きょひ

す

ること。特
とく

に、緊急
きんきゅう

の対応
たいおう

を要
よう

する場面
ばめん

も想定
そうてい

されることに十分
じゅうぶん

留意
りゅうい

が必要
ひつよう

で

す。 

・ 正当
せいとう

な理由
りゆう

なく、医療
いりょう

機関
きかん

や薬
やっ

局内
きょくない

に、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほじょ

犬
けん

を同伴
どうはん

することを

拒否
きょひ

すること 

※身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほじょ

犬
けん

については【参考
さんこう

ページ】「身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほじょ

犬
けん

とは」参照
さんしょう

 

○サービスの提供
ていきょう

を制限
せいげん

すること（場所
ばしょ

・時間帯
じかんたい

などの制限
せいげん

） 

・ 正当
せいとう

な理由
りゆう

なく、診察
しんさつ

などを後回
あとまわ

しにすること、サービス提供
ていきょう

時間
じかん

を変更
へんこう

又
また

は

限定
げんてい

すること 

・ 正当
せいとう

な理由
りゆう

なく、診察室
しんさつしつ

や病室
びょうしつ

の制限
せいげん

を行うこと 

・ 医療
いりょう

の提供
ていきょう

に際
さい

して必要
ひつよう

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

わないこと 

○サービスの提供
ていきょう

に際
さい

し条件
じょうけん

を付
ふ

すこと（障害
しょうがい

のない者
もの

には付
ふ

さない条件
じょうけん

を付
ふ

すこと） 

・ 正当
せいとう

な理由
りゆう

なく、保護者
ほ ご し ゃ

や支援者
しえんしゃ

・介助者
かいじょしゃ

の同伴
どうはん

を診察
しんさつ

・治療
ちりょう

・調剤
ちょうざい

等
とう

の条件
じょうけん

とすること 
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○サービスの提供
ていきょう

に当
あ

たって、他
た

の者
もの

とは異
こと

なる取扱
とりあつか

いをすること 

・ 正当
せいとう

な理由
りゆう

なく、本人
ほんにん

（本人
ほんにん

の意思
い し

を確認
かくにん

することが困難
こんなん

な場合
ばあい

は家族
かぞく

等
とう

）の

意思
い し

に反
はん

した医療
いりょう

の提供
ていきょう

を行
おこな

うこと又
また

は意思
い し

に沿
そ

った医療
いりょう

の提供
ていきょう

を行
おこな

わ

ないこと 

・ 正当
せいとう

な理由
りゆう

なく、病院
びょういん

や施設
しせつ

が行
おこな

う行事
ぎょうじ

等
とう

への参加
さんか

や共用
きょうよう

設備
せつび

の利用
りよう

を

制限
せいげん

すること 

・ 本人
ほんにん

を無視
む し

して、支援者
しえんしゃ

・介助者
かいじょしゃ

や付添者
つきそいしゃ

のみに話
はな

しかけること 

・ 大人
おとな

の患者
かんじゃ

に対
たい

して、幼児
ようじ

の言葉
ことば

で接
せっ

すること 

・ わずらわしそうな態度
たいど

や、患者
かんじゃ

を傷
きず

つけるような言葉
ことば

をかけること 

・ 診療
しんりょう

等
とう

に当
あ

たって患者
かんじゃ

の身体
しんたい

への丁寧
ていねい

な扱
あつか

いを怠
おこた

ること 

 

（２）合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

と考
かんが

えられる例
れい

 

  事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、個々
こ こ

の場面
ばめん

において、障害者
しょうがいしゃ

から現
げん

に社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を必要
ひつよう

とし

ている旨
むね

の意思
い し

の表明
ひょうめい

があった場合
ばあい

には、次
つぎ

のような合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を提
てい

供
きょう

することが

求
もと

められています。合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を提
てい

供
きょう

する際
さい

には、障害者
しょうがいしゃ

の性別
せいべつ

、年齢
ねんれい

、状態
じょうたい

等
とう

に十分
じゅうぶん

に配慮
はいりょ

することが必要
ひつよう

です。 

  ここに記載
きさい

する事例
じれい

はあくまで例示
れいじ

であり、これに限
かぎ

られるものではありません。

また、事
じ

業者
ぎょうしゃ

に強制
きょうせい

する性格
せいかく

のものではなく、ここに記載
きさい

された事例
じれい

であっても、

事
じ

業者
ぎょうしゃ

の事業
じぎょう

規模
き ぼ

等
とう

によっては過重
かじゅう

な負担
ふたん

となる可能性
かのうせい

があるため、事
じ

業者
ぎょうしゃ

にお

いては、法
ほう

、基本
きほん

方針
ほうしん

及
およ

び本指針
ほんししん

を踏
ふ

まえ、具体的
ぐたいてき

場面
ばめん

や状 況
じょうきょう

に応
おう

じて柔軟
じゅうなん

に対応
たいおう

することが期待
きたい

されます。 

  

○基
き

準
じゅん

・手順
てじゅん

の柔軟
じゅうなん

な変更
へんこう

 

・ 障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応
おう

じて施設
しせつ

のルール、慣行
かんこう

を柔軟
じゅうなん

に変更
へんこう

すること（診察
しんさつ

等
とう

で待
ま

つ場合
ばあい

、患者
かんじゃ

が待
ま

ちやすい近
ちか

くの場所
ばしょ

で待
ま

っていただく、順番
じゅんばん

が来
き

たら電話
でんわ

で

呼
よ

び込
こ

むなど）。 
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○物
ぶつ

理的
りてき

環境
かんきょう

への配慮
はいりょ

 

・ 施設内
しせつない

の段差
だんさ

にスロープを渡
わた

すこと 

・ エレベーターがない施設
しせつ

の上下
じょうげ

階
かい

に移動
いどう

する際
さい

、マンパワーで移動
いどう

をサポート

すること 

○補助
ほじょ

器具
き ぐ

・サービスの提供
ていきょう

 

＜情報
じょうほう

提供
ていきょう

等
とう

についての配慮
はいりょ

や工夫
くふう

＞ 

・ 説明
せつめい

文書
ぶんしょ

の点字版
てんじばん

、拡大
かくだい

文字版
も じ ば ん

、テキストデータ、音声
おんせい

データ（コード化
か

した

ものを含
ふく

む。）の提供
ていきょう

や必要
ひつよう

に応
おう

じて代読
だいどく

・代筆
だいひつ

を行
おこな

うこと 

・ 身振
み ぶ

り、手話
しゅわ

、要約
ようやく

筆記
ひっき

、筆談
ひつだん

、図解
ずかい

、ふりがな付
つき

文書
ぶんしょ

を使用
しよう

するなど、本人
ほんにん

が

希望
きぼう

する方法
ほうほう

で分
わ

かりやすい説明
せつめい

を行
おこな

うこと 

・ 文書
ぶんしょ

を読
よ

み上
あ

げたり、口頭
こうとう

による丁寧
ていねい

な説明
せつめい

を行うこと 

・ 電子
でんし

メール、ホームページ、ファックスなど多様
たよう

な媒体
ばいたい

で情報
じょうほう

提供
ていきょう

、予約
よやく

受付
うけつけ

、

案内
あんない

を行
おこな

うこと 

 ＜建物
たてもの

や設備
せつび

についての配慮
はいりょ

や工夫
くふう

＞ 

・ 電光
でんこう

表示板
ひょうじばん

、磁気
じ き

誘導
ゆうどう

ループなどの補聴
ほちょう

装置
そうち

の設置
せっち

、点字
てんじ

サイン付
つ

き手
て

すりの

設置
せっち

、音声
おんせい

ガイドの設置
せっち

を行
おこな

うこと 

・ 色
いろ

の組
く

み合
あ

わせによる見
み

にくさを解消
かいしょう

するため、標示物
ひょうじぶつ

や案内図
あんないず

等
とう

の配色
はいしょく

を

工夫
くふう

すること 

・ トイレ、病室
びょうしつ

など部屋
へ や

の種類
しゅるい

や、その方向
ほうこう

を示
しめ

す絵
え

記号
きごう

や色
いろ

別
べつ

の表示
ひょうじ

などを設
もう

けること 

・ パニック等
とう

を起
お

こした際
さい

に静
しず

かに休憩
きゅうけい

できる場所
ばしょ

を設
もう

けること 

・ 障害者
しょうがいしゃ

に配慮
はいりょ

したナースコールの設置
せっち

を行
おこな

うこと（息
いき

でナースコールができ

るマルチケアコール、機能
きのう

障害者用
しょうがいしゃよう

押
お

しボタンなど） 

＜職員
しょくいん

などとのコミュニケーションや情報
じょうほう

のやりとり、サービス提供
ていきょう

についての

配慮
はいりょ

や工夫
くふう

＞ 

・ 個人
こじん

情報
じょうほう

の保護
ほ ご

に配慮
はいりょ

した上
うえ

で、施設内
しせつない

放送
ほうそう

を文字化
も じ か

したり、電光
でんこう

表示板
ひょうじばん

で

表示
ひょうじ

したりすること 
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・ 必要
ひつよう

に応
おう

じて、手話
しゅわ

通訳
つうやく

や要約
ようやく

筆
ひっ

記者
きしゃ

を配置
はいち

すること 

・ 声
こえ

がよく聞
き

こえるように、また、口
くち

の動
うご

きや表 情
ひょうじょう

を読
よ

めるようにマスクを外
はず

し

て話
はなし

をすること 

・ ICT（コンピューター等
とう

の情報
じょうほう

通信
つうしん

技術
ぎじゅつ

）を活用
かつよう

したコミュニケーション機器
き き

（データを点字
てんじ

に変換
へんかん

して表示
ひょうじ

する、音声
おんせい

を文字
も じ

変換
へんかん

する、表示
ひょうじ

された絵
え

など

を選択
せんたく

することができる機器
き き

など）を設置
せっち

すること 

 ＜職員
しょくいん

同士
どうし

での連絡
れんらく

手段
しゅだん

の工夫
くふう

＞ 

・ 外
がい

見上
けんじょう

、障害者
しょうがいしゃ

であると分
わ

かりづらい患者
かんじゃ

（聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

の方
かた

など）の受付票
うけつけひょう

にその旨
むね

が分
わ

かる連絡
れんらく

カードを添付
てんぷ

するなど、スタッフ間
かん

の連絡
れんらく

体制
たいせい

を工夫
くふう

す

ること 

・ 診療
しんりょう

の予約
よやく

時
じ

などに、患者
かんじゃ

から申出
もうしで

があった自身
じしん

の障害
しょうがい

特性
とくせい

などの情報
じょうほう

を、

スタッフ間
かん

で事前
じぜん

に共有
きょうゆう

すること 

  

※ 第
だい

２（２）①合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

＜環境
かんきょう

整備
せいび

との関係
かんけい

＞においても触
ふ

れ

ましたが、不特定
ふとくてい

多数
たすう

の障害者
しょうがいしゃ

を主
おも

な対象
たいしょう

として行
おこな

われる事前
じぜん

の改善
かいぜん

措置
そ ち

につ

いては、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を的確
てきかく

に行
おこな

うための環境
かんきょう

の整備
せいび

として実施
じっし

に努
つと

めることとさ

れています。そのうち、バリアフリーに関
かん

しては下記
か き

のような整備
せいび

が一例
いちれい

として考
かんが

えられます。 

  ・施設内
しせつない

の段差
だんさ

を解消
かいしょう

すること、スロープを設置
せっち

すること 

  ・トイレや浴室
よくしつ

をバリアフリー化
か

・オストメイト対応
たいおう

にすること 

  ・床
ゆか

をすべりにくくすること 

  ・階段
かいだん

や表示
ひょうじ

を見
み

やすく明瞭
めいりょう

にすること 

  ・車椅子
くるまいす

で利用
りよう

しやすい高
たか

さにカウンターを改善
かいぜん

すること 

 

（３）障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた対応
たいおう

について 

 障害者
しょうがいしゃ

と接
せっ

する際
さい

には、それぞれの障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた対応
たいおう

が求
もと

められます。以下
い か

に、

代表的
だいひょうてき

な障害
しょうがい

特性
とくせい

と対応
たいおう

時
じ

に配慮
はいりょ

すべき事項
じこう

について簡単
かんたん

にまとめています。 
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視覚
しかく

障害
しょうがい

（視力
しりょく

障害
しょうがい

・視野
し や

障害
しょうがい

）  

〔主
おも

な特性
とくせい

〕 

・ 先天性
せんてんせい

で受障
じゅしょう

される方
かた

のほか、最近
さいきん

は糖尿病性
とうにょうびょうせい

網膜症
もうまくしょう

などで受障
じゅしょう

される人も多
おお

く、高齢者
こうれいしゃ

では、緑 内 障
りょくないしょう

や黄斑部
おうはんぶ

変性症
へんせいしょう

が多
おお

い 

・ 視力
しりょく

障害
しょうがい

：視覚的
しかくてき

な情報
じょうほう

を全
まった

く得
え

られない又
また

はほとんど得
え

られない人
ひと

と、文字
も じ

の拡
かく

大
だい

や視覚
しかく

補助
ほじょ

具
ぐ

等
とう

を使用
しよう

し保
ほ

有
ゆう

する視力
しりょく

を活用
かつよう

できる人
ひと

に大
おお

きく分
わ

けられる 

（全盲
ぜんもう

、弱視
じゃくし

といわれることもある） 

* 視力
しりょく

をほとんど活用
かつよう

できない人
ひと

の場合
ばあい

、音声
おんせい

、触覚
しょっかく

、嗅覚
きゅうかく

など、視覚
しかく

以外
いがい

の情報
じょうほう

を

手
て

がかりに周囲
しゅうい

の状 況
じょうきょう

を把握
はあく

している 

* 文字
も じ

の読
よ

みとりは、点字
てんじ

に加
くわ

えて最近
さいきん

では画
が

面上
めんじょう

の文字
も じ

情報
じょうほう

を読
よ

み上
あ

げるソフトを用
もち

いてパソコンで行
おこな

うこともある（点字
てんじ

の読
よ

み書
か

きができる人
ひと

ばかりではない） 

* 視力
しりょく

をある程度
ていど

活用
かつよう

できる人
ひと

の場合
ばあい

は、補助
ほじょ

具
ぐ

を使用
しよう

したり文字
も じ

を拡大
かくだい

したり近
ちか

づいて

見
み

るなどの様々
さまざま

な工夫
くふう

をして情報
じょうほう

を得
え

ている 

・ 視野
し や

障害
しょうがい

：目
め

を動
うご

かさないで見
み

ることのできる範囲
はんい

が狭
せま

くなる 

   「求心性
きゅうしんせい

視野
し や

狭窄
きょうさく

」見
み

える部分
ぶぶん

が中心
ちゅうしん

だけになって段々
だんだん

と周囲
しゅうい

が見
み

えなくなる 

遠
とお

くは見
み

えるが足元
あしもと

が見
み

えず、つまづきやすくなる  

   「中心
ちゅうしん

暗転
あんてん

」周囲
しゅうい

はぼんやり見
み

えるが真
ま

ん中
なか

が見
み

えない 

文字
も じ

等
とう

、見
み

ようとする部分
ぶぶん

が見
み

えなくなる 

視力
しりょく

障害
しょうがい

、視野
し や

障害
しょうがい

の状 況
じょうきょう

によって、明
あか

るさの変化
へんか

への対応
たいおう

が困難
こんなん

なため、移動
いどう

な

どに困難
こんなん

さを生
しょう

じる場合
ばあい

も多
おお

い 

〔主
おも

な対応
たいおう

〕 

・ 音声
おんせい

や点字
てんじ

表示
ひょうじ

など、視覚
しかく

情報
じょうほう

を代替
だいたい

する配慮
はいりょ

 

・ 中途
ちゅうと

受障
じゅしょう

の人
ひと

では白
はく

杖
じょう

を用
もち

いた歩行
ほこう

や点字
てんじ

の触読
しょくどく

が困難
こんなん

な人
ひと

も多
おお

いため留意
りゅうい

が

必要
ひつよう

 

・ 声
こえ

をかける時
とき

には前
まえ

から近
ちか

づき「○○さん、こんにちは。△△です。」など自
みずか

ら名乗
な の

る 
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・ 説明
せつめい

する時
とき

には「それ」「あれ」「こっち」「このくらいの」などと指差
ゆびさ

し表現
ひょうげん

や指示
し じ

代名詞
だいめいし

で表現
ひょうげん

せず、「あなたの正面
しょうめん

」「○○くらいの大
おお

きさ」などと具体的
ぐたいてき

に説明
せつめい

 

・ 普段
ふだん

から通路
つうろ

（点字
てんじ

ブロックの上
うえ

など）に通行
つうこう

の妨
さまた

げになるものを置
お

かない、日頃
ひごろ

視覚
しかく

障害者
しょうがいしゃ

が使用
しよう

しているものの位置
い ち

を変
か

えないなど周囲
しゅうい

の協 力
きょうりょく

が不可欠
ふ か け つ

 

・ 主
おも

に弱視
じゃくし

の場合
ばあい

、室内
しつない

における照明
しょうめい

の状 況
じょうきょう

に応
おう

じて、窓
まど

を背
せ

にして座
すわ

ってもらうな

どの配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

 

 

聴 覚
ちょうかく

障害
しょうがい

 

〔主
おも

な特性
とくせい

〕 

・ 聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

は外
がい

見上
けんじょう

分
わ

かりにくい障害
しょうがい

であり、その人
ひと

が抱
かか

えている困難
こんなん

も他
ほか

の人
ひと

か

らは気
き

づかれにくい側面
そくめん

がある 

・ 聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

は補聴器
ほちょうき

や人工
じんこう

内耳
ないじ

を装用
そうよう

するほか、コミュニケーション方法
ほうほう

には手話
しゅわ

、

筆談
ひつだん

、口話
こうわ

など様々
さまざま

な方法
ほうほう

があるが、どれか一
ひと

つで十分
じゅうぶん

ということではなく、多
おお

くの

聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

は話
はな

す相手
あいて

や場面
ばめん

によって複数
ふくすう

の手段
しゅだん

を組
く

み合
あ

わせるなど使
つか

い分
わ

けてい

る 

・ 補聴器
ほちょうき

や人工
じんこう

内耳
ないじ

を装用
そうよう

している場合
ばあい

、スピーカーを通
つう

じる等
とう

、残響
ざんきょう

や反響
はんきょう

のある音
おと

は、聞
き

き取
と

りにあまり効果
こうか

が得
え

られにくい 

・ 聴覚
ちょうかく

の活用
かつよう

による言葉
ことば

の習
しゅう

得
とく

に課題
かだい

があることにより、聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

の国語力
こくごりょく

は

様々
さまざま

であるため、筆談
ひつだん

の場合
ばあい

は、相手
あいて

の状 況
じょうきょう

にあわせる 

〔主
おも

な対応
たいおう

〕 

・ 手話
しゅわ

や文字
も じ

表示
ひょうじ

、手話
しゅわ

通訳
つうやく

や要約
ようやく

筆
ひっ

記者
きしゃ

の配置
はいち

など、目
め

で見
み

て分
わ

かる情報
じょうほう

を提示
ていじ

した

りコミュニケーションをとる配慮
はいりょ

 

 補聴器
ほちょうき

や人工
じんこう

内耳
ないじ

を装用
そうよう

し、残響
ざんきょう

や反響
はんきょう

のある音
おと

を聞
き

き取
と

ることが困難
こんなん

な場合
ばあい

には、・

代替
だいたい

する対応
たいおう

への配慮
はいりょ

（磁気
じ き

誘導
ゆうどう

ループの利用
りよう

など） 

・ 音声
おんせい

だけで話
はな

すことは極 力
きょくりょく

避
さ

け、視覚的
しかくてき

なより具体的
ぐたいてき

な情報
じょうほう

も併用
へいよう
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・ スマートフォンなどのアプリに音声
おんせい

を文字
も じ

に変換
へんかん

できるものがあり、これらを使用
しよう

する

と筆談
ひつだん

を補
おぎな

うことができる 

 

盲
もう

ろう（視覚
しかく

と聴覚
ちょうかく

の重複
ちょうふく

障害
しょうがい

） 

〔主
おも

な特性
とくせい

〕 

・ 視覚
しかく

と聴覚
ちょうかく

の重複
ちょうふく

障害
しょうがい

の人
ひと

を「盲
もう

ろう」と呼
よ

んでいるが、障害
しょうがい

の状態
じょうたい

や程度
ていど

によ

って様々
さまざま

なタイプに分
わ

けられる（視覚
しかく

障害
しょうがい

、聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

の項
こう

も参照
さんしょう

のこと） 

＜見
み

え方
かた

と聴
き

こえ方
かた

の組
く

み合
あ

わせによるもの＞ 

①全
まった

く見
み

えず聴
き

こえない状態
じょうたい

の「全盲
ぜんもう

ろう」 

②見
み

えにくく聴
き

こえない状態
じょうたい

の「弱視
じゃくし

ろう」 

③全
まった

く見
み

えず聴
き

こえにくい状態
じょうたい

の「盲
もう

難聴
なんちょう

」 

④見
み

えにくく聴
き

こえにくい状態
じょうたい

の「弱視
じゃくし

難聴
なんちょう

」 

＜各障害
かくしょうがい

の発症
はっしょう

経緯
けいい

によるもの＞ 

①盲
もう

（視覚
しかく

障害
しょうがい

）から聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

を伴
ともな

った「盲
もう

ベース盲
もう

ろう」 

②ろう（聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

）から視覚
しかく

障害
しょうがい

を伴
ともな

った「ろうベース盲
もう

ろう」 

③先天的
せんてんてき

、あるいは乳幼児期
にゅうようじき

に視覚
しかく

と聴覚
ちょうかく

の障害
しょうがい

を発症
はっしょう

する「先天性
せんてんせい

盲
もう

ろう」 

④成人期
せいじんき

以後
い ご

に視覚
しかく

と聴覚
ちょうかく

の障害
しょうがい

が発症
はっしょう

する「成人期
せいじんき

盲
もう

ろう」  

・ 盲
もう

ろう者
しゃ

がそれぞれ使用
しよう

するコミュニケーション手段
しゅだん

は、障害
しょうがい

の状態
じょうたい

や程度
ていど

、盲
もう

ろ

うになるまでの経緯
けいい

、あるいは生育歴
せいいくれき

、他
た

の障害
しょうがい

との重複
ちょうふく

の仕方
しかた

によって異
こと

なり、

介助
かいじょ

方法
ほうほう

も異
こと

なる 

・ テレビやラジオを楽
たの

しんだり本
ほん

や雑誌
ざっし

を読
よ

むことなどもできず、家族
かぞく

といてもほとんど

会話
かいわ

がないため、孤独
こどく

な生活
せいかつ

を強
し

いられることが多
おお

い 

〔主
おも

な対応
たいおう

〕 

・ 盲
もう

ろう者
しゃ

関係
かんけい

機関
きかん

に相談
そうだん

し、対応
たいおう

に関
かん

する助言
じょげん

を受
う

ける 
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・ 障害
しょうがい

の状態
じょうたい

や程度
ていど

に応
おう

じ視覚
しかく

障害
しょうがい

や聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

の人
ひと

と同
おな

じ対応
たいおう

が可能
かのう

な場合
ばあい

があ

るが、同様
どうよう

な対応
たいおう

が困難
こんなん

な場合
ばあい

が多
おお

く、手書
て が

き文字
も じ

や触手話
しょくしゅわ

、指
ゆび

点字
てんじ

などの代替
だいたい

する

対応
たいおう

や移動
いどう

の際
さい

にも配慮
はいりょ

する 

・ 言葉
ことば

の通訳
つうやく

に加
くわ

えて、視覚的
しかくてき

・聴覚的
ちょうかくてき

情報
じょうほう

についても意識的
いしきてき

に伝
つた

える 

  （例
れい

）状 況
じょうきょう

説明
せつめい

として、人
ひと

に関
かん

する情報
じょうほう

（人数
にんずう

、性別
せいべつ

等
とう

）や環境
かんきょう

に関
かん

する情報
じょうほう

（部屋
へ や

の大
おお

きさや机
つくえ

の配置
はいち

、その場
ば

の雰囲気
ふ ん い き

等
とう

）など 

 

肢体
したい

不自由
ふ じ ゆ う

 

○車椅子
くるまいす

を使用
しよう

されている場合
ばあい

 

〔主
おも

な特性
とくせい

〕 

・ 脊髄
せきずい

損傷
そんしょう

（対
つい

麻痺
ま ひ

又
また

は四肢
し し

麻痺
ま ひ

、排泄
はいせつ

障害
しょうがい

、知覚
ちかく

障害
しょうがい

、体温
たいおん

調節
ちょうせつ

障害
しょうがい

など） 

・ 脳性
のうせい

麻痺
ま ひ

（不随意
ふ ず い い

運動
うんどう

、手足
てあし

の緊張
きんちょう

、言語
げんご

障害
しょうがい

、知的
ちてき

障害
しょうがい

重複
ちょうふく

の場合
ばあい

もある） 

・ 脳
のう

血管
けっかん

障害
しょうがい

（片
かた

麻痺
ま ひ

、運動
うんどう

失調
しっちょう

） 

・ 病気
びょうき

等
とう

による筋力
きんりょく

低下
ていか

や関節
かんせつ

損傷
そんしょう

などで歩行
ほこう

が困難
こんなん

な場合
ばあい

もある 

・ ベッドへの移乗
いじょう

、着替
き が

え、洗面
せんめん

、トイレ、入浴
にゅうよく

など、日常
にちじょう

の様々
さまざま

な場面
ばめん

で援助
えんじょ

が必要
ひつよう

な人
ひと

の割合
わりあい

が高
たか

い 

・ 車椅子
くるまいす

使用者
しようしゃ

にとっては、段差
だんさ

や坂道
さかみち

が移動
いどう

の大
おお

きな妨
さまた

げになる 

・ 手動
しゅどう

車椅子
くるまいす

の使用
しよう

が困難
こんなん

な場合
ばあい

は、電動
でんどう

車椅子
くるまいす

を使用
しよう

する場合
ばあい

もある 

・ 障害
しょうがい

が重複
ちょうふく

する場合
ばあい

には、呼吸器
こきゅうき

を使用
しよう

する場合
ばあい

もある 

〔主
おも

な対応
たいおう

〕 

・ 段差
だんさ

をなくす、車椅子
くるまいす

移動
いどう

時
じ

の幅
はば

・走行面
そうこうめん

の斜度
しゃど

、車椅子用
くるまいすよう

トイレ、施設
しせつ

のドアを引
ひ

き

戸
ど

や自動
じどう

ドアにするなどの配慮
はいりょ

  

・ 机
つくえ

アプローチ時
じ

に車椅子
くるまいす

が入れる高
たか

さや作業
さぎょう

を容易
ようい

にする手
て

の届
とど

く範囲
はんい

の考慮
こうりょ

 

・ ドア、エレベータの中
なか

のスイッチなどの機器
き き

操作
そうさ

のための配慮
はいりょ

 

・ 目線
めせん

をあわせて会話
かいわ

する 

・ 脊髄
せきずい

損傷者
そんしょうしゃ

は体温
たいおん

調整
ちょうせい

障害
しょうがい

を伴
ともな

うことがあるため、部屋
へ や

の温度
おんど

管理
かんり

に配慮
はいりょ
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○杖
つえ

などを使用
しよう

されている場合
ばあい

 

〔主
おも

な特性
とくせい

〕 

・ 脳
のう

血管
けっかん

障害
しょうがい

（歩行
ほこう

可能
かのう

な片
かた

麻痺
ま ひ

、運動
うんどう

失調
しっちょう

） 

・ 麻痺
ま ひ

の程度
ていど

が軽
かる

いため、杖
つえ

や装具
そうぐ

歩行
ほこう

が可能
かのう

な場合
ばあい

や、切断者
せつだんしゃ

などで義足
ぎそく

を使用
しよう

して

歩行
ほこう

可能
かのう

な場合
ばあい

は、日常
にちじょう

生活
せいかつ

動作
どうさ

は自立
じりつ

している人
ひと

が多
おお

い 

・ 失語症
しつごしょう

や高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

がある場合
ばあい

もある 

・ 長距離
ちょうきょり

の歩行
ほこう

が困難
こんなん

であったり、階段
かいだん

、段差
だんさ

、エスカレーターや人
ひと

ごみでの移動
いどう

が困難
こんなん

な場合
ばあい

もあり、配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

 

〔主
おも

な対応
たいおう

〕 

・ 上下
じょうげ

階
かい

に移動
いどう

するときのエレベータ設置
せっち

・手
て

すりの設置
せっち

 

・ 滑
すべ

りやすい床
ゆか

など転
ころ

びやすいので、雨天
うてん

時
じ

などの対応
たいおう

 

・ トイレでの杖
つえ

おきの設置
せっち

や靴
くつ

の履
は

き替
か

えが必要
ひつよう

な場合
ばあい

に椅子
い す

を用意
ようい

するなどの配慮
はいりょ

 

 

構音
こうおん

障害
しょうがい

 

〔主
おも

な特性
とくせい

〕 

・ 話す
はなす

言葉
ことば

自体
じたい

を聞
き

き取
と

ることが困難
こんなん

な状態
じょうたい

 

・ 話
はな

す運動
うんどう

機能
きのう

の障害
しょうがい

、聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

、咽頭
いんとう

摘出
てきしゅつ

などの原因
げんいん

がある 

〔主
おも

な対応
たいおう

〕 

・ しっかりと話
はなし

を聞
き

く 

・ 会話
かいわ

補助
ほじょ

装置
そうち

などを使
つか

ってコミュニケーションをとることも考慮
こうりょ

する 

 

失語症
しつごしょう

 

〔主
おも

な特性
とくせい

〕 

・ 聞
き

くことの障害
しょうがい
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音
おと

は聞
き

こえるが「ことば」の理解
りかい

に障害
しょうがい

があり「話
はなし

」の内容
ないよう

が分
わ

からない 

単語
たんご

や簡単
かんたん

な文
ぶん

なら分
わ

かる人
ひと

でも早口
はやくち

や長
なが

い話
はなし

になると分
わ

からなくなる 

・ 話
はな

すことの障害
しょうがい

 

伝
つた

えたいことをうまく言葉
ことば

や文章
ぶんしょう

にできない 

発話
はつわ

がぎこちない、いいよどみが多
おお

くなったり、誤
あやま

った言葉
ことば

で話
はな

したりする 

・ 読
よ

むことの障害
しょうがい

 

文字
も じ

を読
よ

んでも理解
りかい

が難
むずか

しい 

・ 書
か

くことの障害
しょうがい

 

書
か

き間違
まちが

いが多
おお

い、また「てにをは」などをうまく使
つか

えない、文
ぶん

を書
か

くことが難
むずか

しい 

〔主
おも

な対応
たいおう

〕 

・ 表 情
ひょうじょう

が分
わ

かるよう、顔
かお

を見
み

ながら、ゆっくりと短
みじか

いことばや文章
ぶんしょう

で、分
わ

かりやす

く話
はな

しかける 

・ 一度
いちど

でうまく伝
つた

わらない時
とき

は、繰
く

り返
かえ

して言
い

ったり、別
べつ

のことばに言
い

い換
か

えたり、漢字
かんじ

や絵
え

で書
か

いたり、写真
しゃしん

・実物
じつぶつ

・ジェスチャーで示
しめ

したりすると理解
りかい

しやすい 

・ 「はい」「いいえ」で答
こた

えられるように問
と

いかけると理解
りかい

しやすい 

・ 話
はな

し言葉
ことば

以外
いがい

の手段
しゅだん

（カレンダー、地図
ち ず

、時計
とけい

など身近
みぢか

にあるもの）を用
もち

いると、コミ

ュニケーションの助
たす

けとなる 

 

＊ 「失語症
しつごしょう

のある人
ひと

の雇用
こよう

支援
しえん

のために」（独立
どくりつ

行政
ぎょうせい

法人
ほうじん

高齢
こうれい

・障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

支援
しえん

機構
きこう

障害者
しょうがいしゃ

 

職 業
しょくぎょう

総合
そうごう

センター）より一部
いちぶ

引用
いんよう

 

 

高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

 

交通
こうつう

事故
じ こ

や脳
のう

血管
けっかん

障害
しょうがい

などの病気
びょうき

により、脳
のう

にダメージを受
う

けることで生
しょう

じる認知
にんち

や行動
こうどう

に生
しょう

じる障害
しょうがい

。身体的
しんたいてき

には障害
しょうがい

が残
のこ

らないことも多
おお

く、外見
がいけん

では分
わ

かりにくいため「見
み

え

ない障害
しょうがい

」とも言
い

われている。 



- 20 - 

 

〔主
おも

な特性
とくせい

〕 

・ 以下
い か

の症 状
しょうじょう

が現
あらわ

れる場合
ばあい

がある 

記憶
きおく

障害
しょうがい

：すぐに忘
わす

れてしまったり、新
あたら

しい出来事
で き ご と

を覚
おぼ

えることが苦手
にがて

なため、何度
なんど

も同
おな

じことを繰
く

り返
かえ

したり質問
しつもん

したりする 

注意
ちゅうい

障害
しょうがい

：集 中 力
しゅうちゅうりょく

が続
つづ

かなかったり、ぼんやりしていてしまい、何
なに

かをするとミ

スが多
おお

く見
み

られる 

二
ふた

つのことを同時
どうじ

にしようとすると混乱
こんらん

する 

主
おも

に左側
ひだりがわ

で、食
た

べ物
もの

を残
のこ

したり、障害物
しょうがいぶつ

に気
き

が付
つ

かないことがある 

遂行
すいこう

機能
きのう

障害
しょうがい

：自分
じぶん

で計画
けいかく

を立
た

てて物事
ものごと

を実行
じっこう

したり、効率
こうりつ

よく順序
じゅんじょ

立
だ

てられない 

社会的
しゃかいてき

行動
こうどう

障害
しょうがい

：ささいなことでイライラしてしまい、興奮
こうふん

しやすい 

こだわりが強
つよ

く表
あらわ

れたり、欲
ほ

しいものを我慢
がまん

できない 

思
おも

い通
どお

りにならないと大声
おおごえ

を出
だ

したり、時
とき

に暴力
ぼうりょく

をふるったりする 

病
びょう

識
しき

欠如
けつじょ

：上記
じょうき

のような症 状
しょうじょう

があることに気
き

づかず、できるつもりで行動
こうどう

してトラ

ブルになる 

・ 失語症
しつごしょう

（失語症
しつごしょう

の項
こう

を参照
さんしょう

）を伴
ともな

う場合
ばあい

がある 

・ 片
かた

麻痺
ま ひ

や運動
うんどう

失調
しっちょう

等
とう

の運動
うんどう

障害
しょうがい

や眼
め

や耳
みみ

の損傷
そんしょう

による感覚
かんかく

障害
しょうがい

を持
も

つ場合
ばあい

があ

る 

〔主
おも

な対応
たいおう

〕 

・ 本障害
ほんしょうがい

に詳
くわ

しいリハビリテーション専門
せんもん

医
い

やリハ専門
せんもん

職
しょく

、高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

支援
しえん

普及
ふきゅう

拠点
きょてん

機関
きかん

、家族会
かぞくかい

などに相談
そうだん

する 

・ 記憶
きおく

障害
しょうがい

 

手
て

がかりがあると思
おも

い出
だ

せるので、手帳
てちょう

やメモ、アラームを利用
りよう

したり、ルートマップ

を持
も

ち歩
ある

いてもらうなどする 

自分
じぶん

でメモを取
と

ってもらい、双方
そうほう

で確認
かくにん

する 

残存
ざんぞん

する受傷
じゅしょう

前
まえ

の知識
ちしき

や経験
けいけん

を活用
かつよう

する（例
たと

えば、過去
か こ

に記憶
きおく

している自宅
じたく

周囲
しゅうい

では

迷
まよ

わず行動
こうどう

できるなど） 
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・ 注意
ちゅうい

障害
しょうがい

 

短時間
たんじかん

なら集 中
しゅうちゅう

できる場合
ばあい

もあるので、こまめに休憩
きゅうけい

を取
と

るなどする 

ひとつずつ順番
じゅんばん

にやる 

左
ひだり

側
がわ

に危険
きけん

なものを置
お

かない 

・ 遂行
すいこう

機能
きのう

障害
しょうがい

 

手順書
てじゅんしょ

を利用
りよう

する 

段
だん

取
ど

りを決
き

めて目
め

につくところに掲示
けいじ

する 

スケジュール表
ひょう

を見
み

ながら行動
こうどう

したり、チェックリストで確認
かくにん

する 

・ 社会的
しゃかいてき

行動
こうどう

障害
しょうがい

 

感 情
かんじょう

をコントロールできない状態
じょうたい

にあるときは、上手
じょうず

に話題
わだい

や場所
ばしょ

を変
か

えてクールダ

ウンを図
はか

る 

予
あらかじ

め行動
こうどう

のルールを決
き

めておく 

 

内部
ないぶ

障害
しょうがい

 

〔主
おも

な特性
とくせい

〕 

・ 心臓
しんぞう

機能
きのう

、呼吸器
こきゅうき

機能
きのう

、腎臓
じんぞう

機能
きのう

、膀胱
ぼうこう

・直 腸
ちょくちょう

機能
きのう

、小 腸
しょうちょう

機能
きのう

、肝
かん

機能
きのう

、HIVに

よる免疫
めんえき

機能
きのう

のいずれかの障害
しょうがい

により日常
にちじょう

生活
せいかつ

に支障
ししょう

がある 

・ 疲れやすく
つか

長時間
ちょうじかん

の立位
 りつい

や作業
さぎょう

が困難
こんなん

な場合
 ばあい

がある 

〔主
おも

な対応
たいおう

〕 

・ ペースメーカーは外部
がいぶ

からの電気
でんき

や磁力
じりょく

に影響
えいきょう

をうけることがあるので注意
ちゅうい

すべき

機器
き き

や場所
ばしょ

などの知識
ちしき

をもつ 

・ 排泄
はいせつ

に関し
かん

、人工
じんこう

肛門
こうもん

の場合
ばあい

、パウチ洗浄
せんじょう

等
とう

特殊
とくしゅ

な設備
せつび

が必要
ひつよう

となることへの配慮
はいりょ

 

・ 人工
じんこう

透析
とうせき

が必要
ひつよう

な人
ひと

については、通院
つういん

への配慮
はいりょ

 

・ 呼吸器
こきゅうき

機能
きのう

障害
しょうがい

のある方
かた

は、慢性的
まんせいてき

な呼吸
こきゅう

困難
こんなん

、息切れ
いき ぎ

、咳
せき

等
とう

の症 状
しょうじょう

があることを

理解
りかい

し、息苦しく
いきぐる

ならないよう、楽
らく

な姿勢
しせい

でゆっくり話
はなし

をしてもらうよう配慮
はいりょ

 

・ 常時
じょうじ

酸素
さんそ

吸 入
きゅうにゅう

が必要
ひつよう

な方
かた

は、携帯用
けいたいよう

酸素
さんそ

ボンベが必要
ひつよう

な場合
ばあい

があることを理解
りかい
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重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

・その他
た 

医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な者
もの

 

〔主
おも

な特性
とくせい

〕 

・ 自分
 じぶん

で体
からだ

を動かす
うご

ことができない重度
じゅうど

の肢体
 したい

不自由
  ふじゆう

と、年齢
ねんれい

に相応
そうおう

した知的
 ちてき

発達
はったつ

が

見られない
 み

重度
じゅうど

の知的
 ちてき

障害
しょうがい

が重 複
ちょうふく

している 

・ 殆ど
ほとん

寝た
 ね

ままで自力
 じりき

では起き上がれない
 お      あ

状態
じょうたい

が多い
おお

 

・ 移動
 いどう

、食事
しょくじ

、着替
き が

え、洗面
せんめん

、トイレ、入浴
にゅうよく

などが自力
 じりき

ではできないため、日常
にちじょう

の様々
さまざま

な場面
ばめん

で介助者
かいじょしゃ

による援助
えんじょ

が必要
ひつよう

 

・ 常に
つね    

医学的
いがくてき

管理下
か ん り か

でなければ、呼吸
こきゅう

することも栄養
えいよう

を摂る
 と

ことも困難
こんなん

な人
ひと

もいる 

・ 重度
じゅうど

の肢体
したい

不自由
ふ じ ゆ う

や重度
じゅうど

の知的
ちてき

障害
しょうがい

はないが、人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

を装着
そうちゃく

するなど医療的
いりょうてき

ケ

アが必要
ひつよう

な人
ひと

もいる 

〔主
おも

な対応
たいおう

〕 

・ 人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

などを装着
そうちゃく

して専用
せんよう

の車
くるま

椅子
い す

で移動
いどう

する人
ひと

もいるため、電車
でんしゃ

やバスの

乗降
じょうこう

時
じ

等
とう

において、周囲
しゅうい

の人
ひと

が手伝って
 てつだ

車椅子
 くるまいす

を持ち上げる
 も   あ

などの配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

 

・ 体温
たいおん

調整
ちょうせい

がうまくできないことも多い
おお

ので、急
きゅう

な温度
 おんど

変化
 へんか

を避ける
 さ

配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

 

 

知的
ちてき

障害
しょうがい

 

〔主
おも

な特性
とくせい

〕 

・ 概ね
おおむ

１８歳
さい

頃
ごろ

までの心身
しんしん

の発達期
 はったつき

に現れた
あらわ

知的
 ちてき

機能
 きのう

の障害
しょうがい

により、生活上
せいかつじょう

の適応
てきおう

に

困難
こんなん

が生じる
しょう

 

・ 「考えたり
かんが

、理解
 りかい

したり、読んだり
 よ

、書いたり
 か

、計算
けいさん

したり、話したり
はな

」する等
とう

の知的
 ちてき

な機能
 きのう

に発達
はったつ

の遅れ
おく

が生
しょう

じる 

・ 金銭
きんせん

管理
 かんり

、会話
 かいわ

、買
か

い物
もの

、家事
か じ

などの社会
しゃかい

生活
せいかつ

への適応
てきおう

に状態
じょうたい

に応じた
おう

援助
えんじょ

が必要
ひつよう

 

・ 主
おも

な原因
げんいん

として、ダウン症候群
しょうこうぐん

などの染色体
せんしょくたい

異常
いじょう

、または先天性
せんてんせい

代謝
たいしゃ

異常
いじょう

によるも

のや、脳症
のうしょう

や外傷性
がいしょうせい

脳
のう

損傷
そんしょう

などの脳
のう

の疾患
しっかん

があるが、原因
げんいん

が特定
とくてい

できない場合
ばあい

も

ある 
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・ てんかんを合併
がっぺい

する場合
 ばあい

もある 

・ ダウン症候群
しょうこうぐん

の場合
 ばあい

の特性
とくせい

として、筋肉
きんにく

の低緊張
ていきんちょう

、多く
おお

の場合
 ばあい

、知的
 ちてき

な発達
はったつ

の遅れ
おく

が

みられること、また、心臓
しんぞう

に疾患
しっかん

を伴
ともな

う場合
ばあい

がある 

〔主
おも

な対応
たいおう

〕 

・ 言葉
ことば

による説明
せつめい

などを理解
 りかい

しにくいため、ゆっくり、ていねいに、分かりやすく
 わ

話す
はな

こ

とが必要
ひつよう

 

・ 文書
ぶんしょ

は、漢字
 かんじ

を少なく
すく

してルビを振る
 ふ

、文書
ぶんしょ

を分かりやすい
 わ

表現
ひょうげん

に直す
なお

などの配慮
はいりょ

で

理解
 りかい

しやすくなる場合
 ばあい

があるが、一人
 ひとり

ひとりの障害
しょうがい

の特性
とくせい

により異なる
こと

 

・ 写真
しゃしん

、絵
 え

、ピクトグラムなど分かりやすい
 わ

情報
じょうほう

提供
ていきょう

を工夫
 くふう

する 

・ 説明
せつめい

が分からない
 わ

ときに提示
 ていじ

するカードを用意
 ようい

したり、本人
ほんにん

をよく知る
 し

支援者
 しえんしゃ

が同席
どうせき

す

るなど、理解
 りかい

しやすくなる環境
かんきょう

を工夫
 くふう

する 

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

 

○自閉症
じへいしょう

、アスペルガー症候群
しょうこうぐん

を含む
ふく

広汎性
こうはんせい

発達
はったつ

障害
しょうがい

（自閉症
じへいしょう

スペクトラム） 

〔主
おも

な特性
とくせい

〕 

・ 相手
あいて

の表 情
ひょうじょう

や態度
 たいど

などよりも、文字
 も  じ

や図形
 ずけい

、物
もの

の方
ほう

に関心
かんしん

が強い
つよ

 

・ 見通し
 みとお

の立たない
 た

状 況
じょうきょう

では不安
 ふあん

が強い
つよ

が、見通し
 みとお

が立つ
 た

時
とき

はきっちりしている 

・ 大勢
おおぜい

の人
ひと

がいる所
ところ

や気温
 きおん

の変化
 へんか

などの感覚
かんかく

刺激
 しげき

への敏感さ
びんかん

で苦労
 くろう

しているが、それが

芸術的
げいじゅつてき

な才能
さいのう

につながることもある 

〔主
おも

な対応
たいおう

〕 

・ 本人
ほんにん

をよく知る
 し

専門家
 せんもんか

や家族
 かぞく

にサポートのコツを聞く
 き

 

・ 肯定的
こうていてき

、具体的
 ぐたいてき

、視覚的
 しかくてき

な伝え方
つた    かた

の工夫
 くふう

（「○○をしましょう」といったシンプルな伝
つた

え

方
かた

、その人
ひと

の興味
きょうみ

関心
かんしん

に沿った
 そ

内容
ないよう

や図
 ず

・イラストなどを使って
つか

説明
せつめい

するなど） 

・ 感覚
かんかく

過敏
 かびん

がある場合
 ばあい

は、音
おと

や肌触り
はだざわ

、室温
しつおん

など感覚面
かんかくめん

の調整
ちょうせい

を行
おこな

う（イヤーマフを

活用
かつよう

する、大声
おおごえ

で説明
せつめい

せずホワイトボードで内容
ないよう

を伝える
つた

、人
ひと

とぶつからないように
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居場所
 い  ばしょ

を衝立
ついたて

などで区切る
 く  ぎ

、クーラー等
とう

の設備
 せつび

のある部屋
 へ  や

を利用
 りよう

できるように配慮
はいりょ

する

など） 

  

○学習
がくしゅう

障害
しょうがい

（限局性
げんきょくせい

学習
がくしゅう

障害
しょうがい

） 

〔主
おも

な特性
とくせい

〕  

・ 「話す
はな

」「理解
 りかい

」は普通
 ふつう

にできるのに、「読む
 よ

」「書く
 か

」「計算
けいさん

する」ことが、努力
どりょく

し

ているのに極端
きょくたん

に苦手
にがて

 

〔主
おも

な対応
たいおう

〕 

・ 本人
ほんにん

をよく知る
 し

専門家
 せんもんか

や家族
 かぞく

にサポートのコツを聞く
 き

 

・ 得意
 とくい

な部分
 ぶぶん

を積極的
せっきょくてき

に使って
つか

情報
じょうほう

を理解
 りかい

し、表現
ひょうげん

できるようにする（ICTを活用
かつよう

す

る際
さい

は、文字
 も  じ

を大きく
おお

したり行間
ぎょうかん

を空ける
 あ

など、読みやすく
 よ

なるように工夫
 くふう

する） 

 

○注意欠陥多動
ちゅういけっかん たどう

性
せい

障害
しょうがい

（注意
ちゅうい

欠如
けつじょ

・多動
たどう

性
せい

障害
しょうがい

） 

〔主
おも

な特性
とくせい

〕 

・ 次々
つぎつぎ

と周囲
しゅうい

のものに関心
かんしん

を持ち
 も

、周囲
しゅうい

のペースよりもエネルギッシュに様々
さまざま

なことに

取り組む
 と      む

ことが多い
おお

 

〔主
おも

な対応
たいおう

〕 

・ 本人
ほんにん

をよく知る
 し

専門家
せんもんか

や家族
 かぞく

にサポートのコツを聞く
 き

 

・ 短
みじか

く、はっきりとした言い方
 い     かた

で伝える
つた

 

・ 待合室
まちあいしつ

における気
 き

の散りにくい
 ち

座席
 ざせき

の位置
 い  ち

の工夫
くふう

、分かりやすい
 わ

ルール提示
 ていじ

などの配慮
はいりょ

 

・ ストレスケア（傷つき
きず

体験
たいけん

への寄り添い
 よ       そ

、適応
てきおう

行動
こうどう

が出来た
 で  き

ことへのこまめな評価
ひょうか

） 

 

○その他
た 

の発達
はったつ

障害
しょうがい

 

〔主
おも

な特性
とくせい

〕 

・ 体
からだ

の動
うご

かし方
かた

の不器用
  ぶきよう

さ、我慢
 がまん

していても声
こえ

が出たり
 で

体
からだ

が動いて
うご

しまったりするチッ
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ク、一般的
いっぱんてき

に吃音
きつおん

と言われる
 い

ような話し方
はな    かた

なども、発達
はったつ

障害
しょうがい

に含まれる
ふく

 

〔主
おも

な対応
たいおう

〕 

・ 本人
ほんにん

をよく知る
 し

専門家
 せんもんか

や家族
 かぞく

にサポートのコツを聞く
 き

 

・ 叱ったり
しか

拒否的
 きょひてき

な態度
 たいど

を取ったり
 と

、笑ったり
わら

、ひやかしたりしない 

・ 日常的
にちじょうてき

な行動
こうどう

の一つ
ひと

として受け止め
 う       と

、時間
 じかん

をかけて待つ
 ま

、苦手
 にがて

なことに無理
 む  り

に取組まず
 とりく

出来る
 で  き

ことで活躍
かつやく

する環境
かんきょう

を作る
つく

など、楽
らく

に過ごせる
 す

方法
ほうほう

を一緒
いっしょ

に考える
かんが

 

 

精神
せいしん

障害
しょうがい

 

・ 精神
せいしん

障害
しょうがい

の原因
げんいん

となる精神
せいしん

疾患
しっかん

は様々
さまざま

であり、原因
げんいん

となる精神
せいしん

疾患
しっかん

によって、その

障害
しょうがい

特性
とくせい

や制限
せいげん

の度合い
 ど  あ

は異なる
こと

 

・ 精神
せいしん

疾患
しっかん

の中
なか

には、長期
ちょうき

にわたり、日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を受ける
 う

状態
じょうたい

が続く
つづ

ものがある 

・ 代表的
だいひょうてき

な精神
せいしん

疾患
しっかん

として、統合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

や気分
 きぶん

障害
しょうがい

等
とう

がある 

・ 障害
しょうがい

の特性
とくせい

もさまざまであるため、積極的
せっきょくてき

に医療
いりょう

機関
 きかん

と連携
れんけい

を図ったり
はか

、専門家
 せんもんか

の

意見
 いけん

を聴く
 き

など、関係
かんけい

機関
 きかん

と協 力
きょうりょく

しながら対応
たいおう

する。 

 

○統合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

 

〔主
おも

な特性
とくせい

〕 

・ 発症
はっしょう

の原因
げんいん

はよく分かって
 わ

いないが、１００人
にん

に１人弱
 ひとりじゃく

かかる、比較的
 ひかくてき

一般的
いっぱんてき

な病気
びょうき

である 

・ 「幻覚
げんかく

」や「妄想
もうそう

」が特徴的
とくちょうてき

な症 状
しょうじょう

だが、その他
        ほか

にも様々
さまざま

な生活
せいかつ

のしづらさが障害
しょうがい

として表れる
あらわ

ことが知られて
 し

いる 

・ 陽性
ようせい

症 状
しょうじょう

 

幻覚
げんかく

：実態
じったい

がなく他人
たにん

には認識
にんしき

できないが、本人
ほんにん

には感じ取れる
かん     と

感覚
かんかく

のこと 

なかでも、自分
 じぶん

の悪口
わるくち

やうわさ、指図
 さしず

する声
こえ

等
とう

が聞こえる
 き

幻聴
げんちょう

が多い
おお
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妄想
もうそう

：明らか
あき

に誤った
あやま

内容
ないよう

を信じて
しん

しまい、周り
まわ

が訂正
ていせい

しようとしても受
う

け入
い

れられな

い考
かんが

えのこと。誰
だれ

かにいやがらせをされているという被害
 ひがい

妄想
もうそう

、周囲
しゅうい

のことが何
なん

でも自分
じぶん

に関係
かんけい

しているように思える
おも

関係
かんけい

妄想
もうそう

などがある 

・ 陰性
いんせい

症 状
しょうじょう

 

意欲
 いよく

が低下
 ていか

し、以前
 いぜん

からの趣味
 しゅみ

や楽しみ
たの

にしていたことに興味
きょうみ

を示さなく
しめ

なる 

疲
つか

れやすく集 中 力
しゅうちゅうりょく

が保てず
たも

、人づきあい
ひと

を避け引きこもりがち
 さ      ひ

になる 

入浴
にゅうよく

や着替え
 き  が

など清潔
せいけつ

を保つ
たも

ことが苦手
 にがて

となる  など 

・ 認知
 にんち

や行動
こうどう

の障害
しょうがい

 

考え
かんが

にまとまりにくく何
なに

が言いたい
 い

のか分からなく
 わ

なる  

相手
 あいて

の話
はなし

の内容
ないよう

がつかめず、周囲
しゅうい

にうまく合わせる
 あ

ことができない  など 

〔主
おも

な対応
たいおう

〕 

・ 統合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

は脳
のう

の病気
びょうき

であることを理解
りかい

し、病気
びょうき

について正しい
ただ

知識
 ちしき

を学ぶ
まな

必要
ひつよう

が

ある 

・ 薬物
やくぶつ

療法
りょうほう

が主
おも

な治療
ちりょう

となるため、内服
ないふく

を続ける
つづ

ために配慮
はいりょ

する 

・ 社会
しゃかい

との接点
せってん

を保つ
たも

ことも治療
ちりょう

となるため、本人
ほんにん

が病気
びょうき

と付
つ

き合
あ

いながら、他人
 たにん

と

交流
こうりゅう

したり、仕事
 しごと

に就く
 つ

ことを見守る
み ま も

 

・ 一方
いっぽう

で、ストレスや環境
かんきょう

の変化
へんか

に弱い
よわ

ことを理解
 りかい

し、配慮
はいりょ

した対応
たいおう

を心掛ける
こころが

 

・ 一度
 いちど

に多く
おお

の情報
じょうほう

が入る
はい

と混乱
こんらん

するので、伝える
つた

情報
じょうほう

は紙
かみ

に書く
 か

などして整理
 せいり

して

ゆっくり具体的
 ぐたいてき

に伝える
つた

ことを心掛ける
こころが

 

・ 症 状
しょうじょう

が強い
つよ

時
とき

には無理
 む  り

をさせず、しっかりと休養
きゅうよう

をとったり、速やか
すみ

に主治医
しゅ じ  い

を

受診
じゅしん

することなどを促
うなが

す 

 

○気分
きぶん

障害
しょうがい

 

〔主
おも

な特性
とくせい

〕 

・ 気分
きぶん

の波
なみ

が主
おも

な症 状
しょうじょう

としてあらわれる病気
びょうき

。うつ状態
じょうたい

のみを認
みと

める時
とき

はうつ病
びょう

と

呼
よ

び、うつ状態
じょうたい

と躁
そう

状態
じょうたい

を繰
く

り返
かえ

す場合
ばあい

には、双極性
そうきょくせい

障害
しょうがい

（躁
そう

うつ病
びょう

）と呼
よ

ぶ 
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・ うつ状態
じょうたい

では気
き

持
も

ちが強
つよ

く落
お

ち込
こ

み、何事
なにごと

にもやる気
き

が出
で

ない、疲
つか

れやすい、考
かんが

え

が働
はたら

かない、自分
じぶん

が価値
か ち

のない人間
にんげん

のように思
おも

える、死
し

ぬことばかり考
かんが

えてしまい

実行
じっこう

に移
うつ

そうとするなどの症 状
しょうじょう

がでる 

・ 躁
そう

状態
じょうたい

では気
き

持
も

ちが過剰
かじょう

に高揚
こうよう

し、普段
ふだん

ならあり得
え

ないような浪費
ろうひ

をしたり、ほとん

ど眠
ねむ

らずに働
はたら

き続
つづ

けたりする。その一方
いっぽう

で、ちょっとした事
こと

にも敏感
びんかん

に反応
はんのう

し、他人
たにん

に対
たい

して怒
おこ

りっぽくなったり、自分
じぶん

は何
なん

でも出
で

来
き

ると思
おも

い込
こ

んで人
ひと

の話
はなし

を聞
き

かなくな

ったりする 

〔主
おも

な対応
たいおう

〕 

・ 専門家
せんもんか

の診察
しんさつ

の上
うえ

で、家族
かぞく

や本人
ほんにん

、周囲
しゅうい

の人
ひと

が病気
びょうき

について理解
りかい

する 

・ 薬物
やくぶつ

療法
りょうほう

が主
おも

な治療
ちりょう

となるため、内服
ないふく

を続
つづ

けるために配慮
はいりょ

する 

・ うつ状態
じょうたい

の時
とき

は無理
む り

をさせず、しっかりと休養
きゅうよう

をとれるよう配慮
はいりょ

する 

・ 躁
そう

状態
じょうたい

の時
とき

は、金銭
きんせん

の管理
かんり

、安全
あんぜん

の管理
かんり

などに気
き

を付
つ

け、対応
たいおう

が難
むずか

しい時
とき

には専門家
せんもんか

に相談
そうだん

する 

・ 自分
じぶん

を傷
きず

つけてしまったり、自殺
じさつ

に至
いた

ることもあるため、自殺
じさつ

などを疑
うたが

わせるような

言動
げんどう

があった場合
ばあい

には、本人
ほんにん

の安全
あんぜん

に配慮
はいりょ

した上
うえ

で、速
すみ

やかに専門家
せんもんか

に相談
そうだん

するよう

本人
ほんにん

や家族
かぞく

等
とう

に促
うなが

す 

 

○依存症
いぞんしょう

（アルコール） 

〔主
おも

な特性
とくせい

〕 

・ 飲酒
いんしゅ

したいという強
つよ

い欲
よっ

求
きゅう

がコントロールができず、過剰
かじょう

に飲酒
いんしゅ

したり、昼
ちゅう

夜
や

問
と

わ

ず飲
いん

酒
しゅ

したりすることで身体的
しんたいてき

、社会
しゃかい

生活上
せいかつじょう

の様々
さまざま

な問題
もんだい

が生
しょう

じる 

・ 体
からだ

がアルコールに慣
な

れることで、アルコールが体
からだ

から抜
ぬ

けると、発汗
はっかん

、頻脈
ひんみゃく

、手
て

の震
ふる

え、不安
ふあん

、イライラなどの離脱
りだつ

症 状
しょうじょう

が出
で

る 

・ 一念発起
いちねんほっき

して断酒
だんしゅ

しようとしても、離脱
りだつ

症 状
しょうじょう

の不快感
ふかいかん

や、日常
にちじょう

生活
せいかつ

での不安感
ふあんかん

から

逃
のが

れるために、また飲
の

んでしまう 

〔主
おも

な対応
たいおう

〕 
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・ 本人
ほんにん

に病
びょう

識
しき

がなく（場合
ばあい

によっては家族
かぞく

も）、アルコール依存症
いぞんしょう

は治療
ちりょう

を必要
ひつよう

とする

病気
びょうき

であるということを、本人
ほんにん

・家族
かぞく

・周囲
しゅうい

が理解
りかい

する 

・ 周囲
しゅうい

の対応
たいおう

が結果的
けっかてき

に本人
ほんにん

の飲酒
いんしゅ

につながってしまう可能性
かのうせい

があるため、家族
かぞく

も同伴
どうはん

の上
うえ

で、アルコール依存症
いぞんしょう

の専門家
せんもんか

に相談
そうだん

する 

・ 一度
いちど

断酒
だんしゅ

しても、再度
さいど

飲酒
いんしゅ

してしまうことが多
おお

いため、根
こん

気
き

強
づよ

く本
ほん

人
にん

を見
み

守
まも

る 

 

○てんかん 

〔主
おも

な特性
とくせい

〕  

・ 何
なん

らかの原因
げんいん

で、一時的
いちじてき

に脳
のう

の一部
いちぶ

が過剰
かじょう

に興奮
こうふん

することにより、発作
ほっさ

がおきる 

・ 発作
ほっさ

には、けいれんを伴
ともな

うもの、突然
とつぜん

意識
いしき

を失
うしな

うもの、意識
いしき

はあるが認知
にんち

の変化
へんか

を伴
ともな

うものなど、様々
さまざま

なタイプのものがある 

〔主
おも

な対応
たいおう

〕 

・ 誰
だれ

もがかかる可能性
かのうせい

がある病気
びょうき

であり、専門家
せんもんか

の指導
しどう

の下
もと

に内服
ないふく

治療
ちりょう

を行
おこな

うことで、

多
おお

くの者
もの

が一般的
いっぱんてき

な生活
せいかつ

が送
おく

れることを理解
りかい

する 

・ 発作
ほっさ

が起
お

こっていないほとんどの時間
じかん

は普通
ふつう

の生活
せいかつ

が可能
かのう

なので、発作
ほっさ

がコントロール

されている場合
ばあい

は、過剰
かじょう

に活動
かつどう

を制限
せいげん

しない 

・ 内服
ないふく

を適切
てきせつ

に続
つづ

けることが重要
じゅうよう

である。また、発作
ほっさ

が起
お

こってしまった場合
ばあい

には、本人
ほんにん

の安全
あんぜん

を確保
かくほ

した上
うえ

で専門
せんもん

機関
きかん

に相談
そうだん

する 

 

○認知症
にんちしょう

 

〔主
おも

な特性
とくせい

〕 

・ 認知症
にんちしょう

とは、単一
たんいつ

の病名
びょうめい

ではなく、種々
しゅじゅ

の原因
げんいん

となる疾患
しっかん

により記憶
きおく

障害
しょうがい

など認知
にんち

機能
きのう

が低
てい

下し
か し

、生活
せいかつ

に支障
ししょう

が出
で

ている状態
じょうたい

である  

・ 原因
げんいん

となる主
おも

な疾患
しっかん

として、 アルツハイマー型
がた

認知症
にんちしょう

、血管性
けっかんせい

認知症
にんちしょう

、レビー小体型
しょうたいがた

認知症
にんちしょう

、前頭側頭型
ぜんとうそくとうがた

認知症
にんちしょう

（ピック病
びょう

など）がある 
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・ 認知
にんち

機能
きのう

の障害
しょうがい

の他
ほか

に、行動
こうどう

・心理
しんり

症 状
しょうじょう

（BPSD）と呼
よ

ばれる症
しょう

状
じょう

（徘徊
はいかい

、不穏
ふおん

、

興奮
こうふん

、幻覚
げんかく

、妄想
もうそう

など）がある 

〔主
おも

な対応
たいおう

〕 

・ 高齢化
こうれいか

社会
しゃかい

を迎
むか

え、誰
だれ

もが認知症
にんちしょう

とともに生
い

きることになる可能性
かのうせい

があり、また、誰
だれ

も

が介護者
かいごしゃ

等
とう

として認知症
にんちしょう

に関
かか

わる可
か

能性
のうせい

があるなど、認知症
にんちしょう

は皆
みな

にとって身近
みぢか

な病気
びょうき

であることを理解
りかい

する 

・ 各々
おのおの

の価値観
か ち か ん

や個性
こせい

、想
おも

い、人生
じんせい

の歴史
れきし

等
とう

を持
も

つ主
しゅ

体
たい

として尊重
そんちょう

し、できないことで

はなく、できることに目
め

を向
む

けて、本人
ほんにん

が有
ゆう

する力
ちから

を最大限
さいだいげん

に活
い

かしながら、地域
ちいき

社会
しゃかい

の中
なか

で本人
ほんにん

のなじみの暮
く

らし方
かた

やなじみの関係
かんけい

が継続
けいぞく

できるよう、支援
しえん

していく 

・ 早期
そうき

に気
き

付
づ

いて適
てき

切
せつ

に対応
たいおう

していくことができるよう、小
ちい

さな異
い

常
じょう

を感
かん

じたときに速
すみ

やかに適切
てきせつ

な機関
きかん

に相談
そうだん

できるようにする 

・ BPSDについては、BPSDには何
なん

らかの意味
い み

があり、その人
ひと

からのメッセージとして聴
き

くことが重要
じゅうよう

であり、BPSDの要因
よういん

として、さまざまな身体
しんたい

症 状
しょうじょう

、孤立
こりつ

・不安
ふあん

、不適切
ふてきせつ

な環境
かんきょう

・ケア、睡眠
すいみん

や生活
せいかつ

リズムの乱
みだ

れなどにも目
め

を向
む

ける 

・ 症 状
しょうじょう

が変化
へんか

した等
とう

の場合
ばあい

には、速
すみ

やかに主治医
し ゅ じ い

を受診
じゅしん

し、必要
ひつよう

に応
おう

じて専
せん

門
もん

機
き

関
かん

に

相談
そうだん

することなどを促
うなが

す 

 

難病
なんびょう

 

〔主
おも

な特性
とくせい

〕 

・ 神経筋
しんけいきん

疾病
しっぺい

、骨
こつ

関節
かんせつ

疾病
しっぺい

、感覚器
かんかくき

疾病
しっぺい

など様々
さまざま

な疾
しっ

病
ぺい

により多彩
たさい

な障害
しょうがい

を生
しょう

じる 

・ 常
つね

に医
い

療
りょう

的
てき

対
たい

応
おう

を必要
ひつよう

とすることが多
おお

い 

・ 病態
びょうたい

や障害
しょうがい

が進行
しんこう

する場合
ばあい

が多
おお

い 

〔主
おも

な対応
たいおう

〕 

・ 専門
せんもん

の医師
い し

に相談
そうだん

する 

・ それぞれの難病
なんびょう

の特性
とくせい

が異
こと

なり、その特性
とくせい

に合
あ

わせた対応
たいおう

が必要
ひつよう
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・ 進行
しんこう

する場合
ばあい

、病態
びょうたい

・障害
しょうがい

の変化
へんか

に対応
たいおう

が必要
ひつよう

 

・ 排泄
はいせつ

の問題
もんだい

、疲
つか

れやすさ、状態
じょうたい

の変動
へんどう

などに留意
りゅうい

が必要
ひつよう

 

・ 体調
たいちょう

がすぐれない時
とき

に休憩
きゅうけい

できる場所
ばしょ

を確保
かくほ

する 

 

 

第
だい

４ 事
じ

業者
ぎょうしゃ

における相談
そうだん

体制
たいせい

の整備
せいび

 

 

 障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

の解消
かいしょう

を効果的
こうかてき

に推進
すいしん

するには、障害者
しょうがいしゃ

及
およ

びその家族
かぞく

その他
た

の関係者
かんけいしゃ

からの相談
そうだん

等
とう

に的確
てきかく

に応
おう

じることが必要
ひつよう

です。そのためには、法
ほう

で定
さだ

められた国
くに

や地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

における相談
そうだん

及
およ

び紛争
ふんそう

の防止
ぼうし

等
とう

のための体制
たいせい

整備
せいび

のみならず、障害者
しょうがいしゃ

にサ

ービス提供
ていきょう

を行
おこな

う事
じ

業者
ぎょうしゃ

において、直接
ちょくせつ

、障害者
しょうがいしゃ

及
およ

びその家族
かぞく

その他
た

の関係者
かんけいしゃ

か

らの相談
そうだん

等
とう

に応
おう

じるための体制
たいせい

の整備
せいび

や職員
しょくいん

の研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ

を行
おこな

うことが重要
じゅうよう

です。 

なお、相談
そうだん

窓口
まどぐち

等
とう

を設置
せっち

（既存
きそん

の苦情
くじょう

解決
かいけつ

体制
たいせい

や相談
そうだん

窓口
まどぐち

を活用
かつよう

することも考
かんが

え

られます）する際
さい

には、ホームページ等
とう

を活用
かつよう

し、相談
そうだん

窓口
まどぐち

等
とう

に関
かん

する情報
じょうほう

の周知
しゅうち

を

図
はか

り、利用
りよう

しやすいものとするよう努
つと

めるとともに、対面
たいめん

のほか、電話
でんわ

、ファックス、

電子
でんし

メールなどの多様
たよう

な手段
しゅだん

を用意
ようい

しておくことが重要
じゅうよう

です。また、相談
そうだん

等
とう

に対応
たいおう

す

る際
さい

には、障害者
しょうがいしゃ

の性別
せいべつ

・年齢
ねんれい

・状態
じょうたい

などに配慮
はいりょ

することが重要
じゅうよう

です。実際
じっさい

の相談
そうだん

事例
じれい

については、相談者
そうだんしゃ

のプライバシーに配慮
はいりょ

しつつ順次
じゅんじ

蓄積
ちくせき

し、以後
い ご

の合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の

提供
ていきょう

等
とう

に活用
かつよう

することが望
のぞ

まれます。あわせて、地方
ちほう

自治体
じ ち た い

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

や障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

支援
しえん

地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

、障害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

、医療
いりょう

、教育
きょういく

、労働
ろうどう

関係
かんけい

機関
きかん

などとも連携
れんけい

し

て、差別
さべつ

解消
かいしょう

に向
む

けた取組
とりくみ

を着実
ちゃくじつ

に進
すす

めていくことが望
のぞ

まれます。 

 

 

第
だい

５ 事
じ

業者
ぎょうしゃ

における研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ

 

 

障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

は、障害
しょうがい

に関
かん

する知識
ちしき

・理解
りかい

の不足
ふそく

、意識
ちしき

の偏
かたよ

りなどにより引
ひ

き起
お

こ
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されることが大
おお

きいと考
かんが

えられることから、障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず、相互
そうご

に人格
じんかく

と

個性
こせい

を尊重
そんちょう

する共生
きょうせい

社会
しゃかい

を目指
め ざ

すことの意義
い ぎ

を職員
しょくいん

が理解
りかい

することが重要
じゅうよう

です。 

また、こうした理念
りねん

が真
しん

に理解
りかい

されることが、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

や、障害者
しょうがいしゃ

が時
とき

に感
かん

じ

る大人
おとな

の障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する子
こ

ども扱
あつか

い、障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する命令的
めいれいてき

、威圧的
いあつてき

、強制的
きょうせいてき

な

発言
はつげん

などの解消
かいしょう

にもつながるものと考
かんが

えられます。 

 このため、事
じ

業者
ぎょうしゃ

においては、研修
けんしゅう

等
とう

を通
つう

じて、法
ほう

の趣旨
しゅし

の普及
ふきゅう

を図
はか

るとともに、

事業所
じぎょうしょ

の地域
ちいき

の取組
とりくみ

のなかで近隣
きんりん

住民
じゅうみん

への理解
りかい

を促
うなが

していくことが重要
じゅうよう

です。 

 なお、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

の理解
りかい

には、障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

に関
かん

する理解
りかい

も極
きわ

めて重要
じゅうよう

にな

ってくることから、併
あわ

せて研修
けんしゅう

を行
おこな

うことが望
のぞ

まれます。 

 

 

第６
だい  

 国
くに

の行政
ぎょうせい

機関
きかん

における相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

 

 法
ほう

第
だい

１４条
じょう

において、「国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

は、障害者
しょうがいしゃ

及
およ

びその家族
かぞく

その他
た

の

関係者
かんけいしゃ

からの障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

に関
かん

する相談
そうだん

に的確
てきかく

に応
おう

ずるとともに、障害
しょうがい

を

理由
りゆう

とする差別
さべつ

に関
かん

する紛争
ふんそう

の防止
ぼうし

又
また

は解決
かいけつ

を図
はか

ることができるよう必要
ひつよう

な体制
たいせい

の

整備
せいび

を図
はか

るものとする」と規定
きてい

されています。 

 相談
そうだん

に際
さい

しては、地域
ちいき

の自治体
じ ち た い

の様々
さまざま

な相談
そうだん

窓口
まどぐち

（福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

、児童
じどう

相談所
そうだんじょ

など）

や各都道府県
かくとどうふけん

において組織
そしき

される障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

支援
しえん

地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

などもご活用
かつよう

くだ

さい。 

 厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

における医療
いりょう

関係
かんけい

の担当
たんとう

窓口
まどぐち

は以下
い か

のとおりです。 

（１）医療
いりょう

機関
きかん

関係
かんけい

 

   医
い

政局
せいきょく

総務課
そ う む か

 

（２）薬局
やっきょく

関係
かんけい

 

   医薬
いやく

・生活
せいかつ

衛生局
えいせいきょく

総務課
そ う む か
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第
だい

７ 主務
しゅむ

大臣
だいじん

による行政
ぎょうせい

措置
そ ち

 

 

事
じ

業者
ぎょうしゃ

における障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

に向
む

けた取組
とりくみ

は、本指針
ほんししん

を参考
さんこう

にして、各事
かくじ

業者
ぎょうしゃ

により自主的
じしゅてき

に取組
とりくみ

が行
おこな

われることが期待
きたい

されています。しかし、事
じ

業者
ぎょうしゃ

による

自主的
じしゅてき

な取組
とりくみ

のみによっては、その適切
てきせつ

な履行
りこう

が確保
かくほ

されず、例
たと

えば、事
じ

業者
ぎょうしゃ

が法
ほう

に反
はん

した取扱
とりあつか

いを繰
く

り返
かえ

し、自主的
じしゅてき

な改善
かいぜん

を期待
きたい

することが困難
こんなん

である場合
ばあい

など、特
とく

に

必要
ひつよう

があると認
みと

められるときは、主務
しゅむ

大臣
だいじん

は、事
じ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

し、報告
ほうこく

を求
もと

め、又
また

は助言
じょげん

、

指導
しどう

若
も

しくは勧告
かんこく

をすることができるとされています。（法
ほう

第
だい

１２条
じょう

） 
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おわりに 

 

 障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

の理念
りねん

を実現
じつげん

していくには、国民
こくみん

一人
ひとり

ひとりの障害
しょうがい

に対
たい

する

理解
りかい

と適切
てきせつ

な配慮
はいりょ

が不可欠
ふ か け つ

であり、差別
さべつ

と解
かい

される事例
じれい

についても、お互
たが

いの意思
い し

疎通
そつう

不足
ぶそく

や理解
りかい

の不足
ふそく

が起因
きいん

していると思
おも

われることも見受
み う

けられます。法
ほう

に定
さだ

められたか

ら義務
ぎ む

としてやるという姿勢
しせい

ではなく、事
じ

業者
ぎょうしゃ

や障害者
しょうがいしゃ

が歩
あゆ

み寄
よ

り理解
りかい

を深
ふか

めていく

ことが、差別
さべつ

解消
かいしょう

の第一歩
だいいっぽ

につながると考
かんが

えられます。 

 本指針
ほんししん

は、そうした事
じ

業者
ぎょうしゃ

の取組
とりくみ

に資
し

するよう、今後
こんご

も、より具体的
ぐたいてき

な事例
じれい

、特
とく

に

好事例
こうじれい

をお示
しめ

しできるよう随時
ずいじ

見直
みなお

しを図
はか

るなど努
つと

めてまいります。 

 事
じ

業者
ぎょうしゃ

のみなさまの本法
ほんほう

に関
かん

するより深
ふか

い理解
りかい

と、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

に向
む

けた取組
とりくみ

を積極的
せっきょくてき

に進
すす

めて頂
いただ

きますようお願
ねが

いします。 
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■ 障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

関係
かんけい

の経緯
け い い

 

 

平成
へいせい

 16年
ねん

 6月
がつ

 4日
にち

   障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

改正
かいせい

 

            ※ 施策
し さ く

の基本的
きほんてき

理念
り ね ん

として差別
さ べ つ

の禁止
き ん し

を規定
き て い

 

平成
へいせい

 18年
ねん

12月
がつ

13日
にち

   第
だい

61回
かい

国連
こくれん

総会
そうかい

において障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

を採択
さいたく

 

平成
へいせい

 19年
ねん

 9月
がつ

28日
にち

    日本
に ほ ん

による障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

への署名
しょめい

 

平成
へいせい

 23年
ねん

 8月
がつ

 5日
にち

    障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

改正
かいせい

 

                  ※ 障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

の考
かんが

え方
かた

を踏
ふま

まえ、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の概念
がいねん

を規定
き て い

 

平成
へいせい

 25年
ねん

 4月
がつ

26日
にち

      障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

法案
ほうあん

閣議
か く ぎ

決定
けってい

、国会
こっかい

提出
ていしゅつ

 

6月
がつ

26日
にち

    障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

 公布
こ う ふ

・一部
い ち ぶ

施行
し こ う

 

平成
へいせい

 26年
ねん

 1月
がつ

20日
にち

   障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

に関
かん

する条約
じょうやく

締結
ていけつ

 

平成
へいせい

 27年
ねん

 2月
がつ

24日
にち

      障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

「基本
き ほ ん

方針
ほうしん

」閣議
か く ぎ

決定
けってい

 

平成
へいせい

 28年
ねん

 4月
がつ

 １日
にち

     障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

施行
し こ う

（予定
よ て い

） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【参考
さんこう

ページ】 
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■ 障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

とは 
 

   

障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

は、障害者
しょうがいしゃ

の人権
じんけん

及
およ

び基本的
きほんてき

自由
じ ゆ う

の享有
きょうゆう

を確保
か く ほ

し、障害者
しょうがいしゃ

の固有
こ ゆ う

の 

尊厳
そんげん

の尊重
そんちょう

を促進
そくしん

することを目的
もくてき

として、障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

の実現
じつげん

のための措置
そ ち

等
とう

につい 

て定
さだ

めた条約
じょうやく

です。 

 2006（平成
へいせい

18）年
ねん

12月
がつ

13日
にち

に国連
こくれん

総会
そうかい

において採択
さいたく

され、2008（平成
へいせい

20）年
ねん

5月
がつ

3日
にち

に発効
はっこう

しました。我
わ

が国
くに

は2007（平成
へいせい

19）年
ねん

9月
がつ

28日
にち

に条約
じょうやく

に署名
しょめい

し、2014（平成
へいせい

26）年
ねん

1月
がつ

20日
にち

に

批准書
ひじゅんしょ

を寄
き

託
たく

しました。また、同年
どうねん

2月
がつ

19日
にち

に同条約
どうじょうやく

は我
わ

が国
くに

について効力
こうりょく

を発生
はっせい

しまし

た。 

 この条約
じょうやく

の主
おも

な内容
ないよう

としては、以下
い か

のとおりです。 

 

（1）一般
いっぱん

原則
げんそく

 

障害者
しょうがいしゃ

の尊厳
そんげん

、自律
じ り つ

及
およ

び自立
じ り つ

の尊重
そんちょう

、無差別
む さ べ つ

、社会
しゃかい

への完全
かんぜん

かつ効果的
こうかてき

な参加
さ ん か

及
およ

び

包容
ほうよう

等
とう

 

（2）一般的
いっぱんてき

義務
ぎ む

 

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の実施
じ っ し

を怠
おこた

ることを含
ふく

め、障害
しょうがい

に基
もと

づくいかなる差別
さ べ つ

もなしに、全
すべ

ての

障害者
しょうがいしゃ

のあらゆる人権
じんけん

及
およ

び基本的
きほんてき

自由
じ ゆ う

を完全
かんぜん

に実現
じつげん

することを確保
か く ほ

し、及
およ

び促進
そくしん

するこ

と等
とう

 

（3）障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

実現
じつげん

のための措置
そ ち

 

身体
しんたい

の自由
じ ゆ う

、拷問
ごうもん

の禁止
き ん し

、表現
ひょうげん

の自由
じ ゆ う

等
とう

の自由権的
じゆうけんてき

権利
け ん り

及
およ

び教育
きょういく

・労働
ろうどう

等
とう

の社会権的
しゃかいけんてき

権利
け ん り

について締約
ていやく

国
こく

がとるべき措置
そ ち

等
とう

を規定
き て い

。社会権的
しゃかいけんてき

権利
け ん り

の実現
じつげん

については漸進的
ぜんしんてき

に

達成
たっせい

することを許容
きょよう

 

（4）条約
じょうやく

の実施
じ っ し

のための仕組
し く

み 

条約
じょうやく

の実施
じ っ し

及
およ

び監視
か ん し

のための国内
こくない

の枠組
わ く ぐ

みの設置
せ っ ち

。障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

に関
かん

する委員会
いいんかい

に

おける各締約
かくていやく

国
こく

からの報告
ほうこく

の検討
けんとう

 

 

 

【参考
さんこう

ページ】 
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■ 本指針
ほんししん

に関
かん

する障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

の参照
さんしょう

条文
じょうぶん

 

   

 

障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

25年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

65号
ごう

） 

 

（目的
もくてき

） 

第
だい

１条
じょう

 この法律
ほうりつ

は、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の基本的
きほんてき

な理念
り ね ん

にのっとり、全
すべ

ての障害者
しょうがいしゃ

が、障害者
しょうがいしゃ

で

ない者
もの

と等
ひと

しく、基本的
きほんてき

人権
じんけん

を享
きょう

有
ゆう

する個人
こ じ ん

としてその尊厳
そんげん

が重
おも

んぜられ、その尊厳
そんげん

にふさわ

しい生活
せいかつ

を保障
ほしょう

される権利
け ん り

を有
ゆう

することを踏
ふ

まえ、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する基本的
きほんてき

な事項
じ こ う

、行政
ぎょうせい

機関
き か ん

等
とう

及
およ

び事
じ

業者
ぎょうしゃ

における障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

を解
かい

消
しょう

するため

の措置
そ ち

等
とう

を定
さだ

めることにより、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

を推進
すいしん

し、もって全
すべ

ての国民
こくみん

が、

障害
しょうがい

の有無
う む

によって分
わ

け隔
へ

てられることなく、相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

いながら共生
きょうせい

す

る社会
しゃかい

の実現
じつげん

に資
し

することを目的
もくてき

とする。 

 

第
だい

６条
じょう

 政府
せ い ふ

は、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する施策
し さ く

を総合的
そうごうてき

かつ一体的
いったいてき

に

実施
じ っ し

するため、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する基本
き ほ ん

方針
ほうしん

を定
さだ

めなければならな

い。 

２～６ （略
りゃく

） 

 

（事
じ

業者
ぎょうしゃ

における障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の禁止
き ん し

） 

第
だい

８条
じょう

 事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、その事業
じぎょう

を行
おこな

うに当
あ

たり、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

として障害者
しょうがいしゃ

でない者
もの

と不当
ふ と う

な

差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いをすることにより、障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

利益
り え き

を侵害
しんがい

してはならない。 

２ 事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、その事業
じぎょう

を行
おこな

うに当
あ

たり、障害者
しょうがいしゃ

から現
げん

に社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を必要
ひつよう

としてい

る旨
むね

の意思
い し

の表明
ひょうめい

があった場合
ば あ い

において、その実施
じ っ し

に伴
ともな

う負担
ふ た ん

が過重
かじゅう

でないときは、障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

利益
り え き

を侵害
しんがい

することとならないよう、当該
とうがい

障害者
しょうがいしゃ

の性別
せいべつ

、年齢
ねんれい

及
およ

び障害
しょうがい

の状態
じょうたい

に応
おう

じ

て、社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

の実施
じ っ し

について必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

をするように努
つと

めなければならな

い。 

 

（事
じ

業者
ぎょうしゃ

のための対応
たいおう

指針
し し ん

） 

第
だい

11 条
じょう

 主務
し ゅ む

大臣
だいじん

は、基本
き ほ ん

方針
ほうしん

に即
そく

して、第
だい

８条
じょう

に規定
き て い

する事項
じ こ う

に関
かん

し、事
じ

業者
ぎょうしゃ

が適
てき

切
せつ

に対応
たいおう

するために必要
ひつよう

な指針
し し ん

を定
さだ

めるものとする。 

２ （略
りゃく

） 

 

（報告
ほうこく

の徴 収
ちょうしゅう

並
なら

びに助言
じょげん

、指導
し ど う

及
およ

び勧告
かんこく

） 

第
だい

12 条
じょう

 主務
し ゅ む

大臣
だいじん

は、第
だい

８条
じょう

の規定
き て い

の施行
し こ う

に関
かん

し、特
とく

に必要
ひつよう

があると認
みと

める時
とき

は、対応
たいおう

指針
し し ん

に

定
さだ

める事項
じ こ う

について、当該事
とうがいじ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

し、報告
ほうこく

を求
もと

め、又
また

は助言
じょげん

、指導
し ど う

若
も

しくは勧告
かんこく

をするこ

とができる。 

【参考
さんこう

ページ】 
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■ 国
くに

の「基本
き ほ ん

方針
ほうしん

」に定
さだ

められた「対応
たいおう

指針
し し ん

」に関
かん

する規定
き て い

 

 

 

障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する基本
き ほ ん

方針
ほうしん

（平成
へいせい

27年
ねん

2月
がつ

24日
にち

閣議
か く ぎ

決定
けってい

） 

 

Ⅳ 事
じ

業者
ぎょうしゃ

が講
こう

ずべき障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

を解
かい

消
しょう

するための措置
そ ち

に関
かん

する基本的
きほんてき

な事項
じ こ う

 

２ 対応
たいおう

指針
し し ん

 

（１）対応
たいおう

指針
し し ん

の位置付
い ち づ

け及
およ

び作成
さくせい

手続
てつづき

 

主務
し ゅ む

大臣
だいじん

は、個別
こ べ つ

の場面
ば め ん

における事
じ

業者
ぎょうしゃ

の適切
てきせつ

な対応
たいおう

・判断
はんだん

に資
し

するための対応
たいおう

指針
し し ん

を作成
さくせい

するものとされている。作成
さくせい

に当
あ

たっては、障害者
しょうがいしゃ

や事
じ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

を構成員
こうせいいん

に含
ふく

む会議
か い ぎ

の開催
かいさい

、

障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

や事業者
じぎょうしゃ

団体
だんたい

等
とう

からのヒアリングなど、障害者
しょうがいしゃ

その他
た

の関係者
かんけいしゃ

の意見
い け ん

を反映
はんえい

さ

せるために必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講
こう

ずるとともに、作成後
さくせいご

は、対応
たいおう

指針
し し ん

を公表
こうひょう

しなければならない。 

  なお、対応
たいおう

指針
し し ん

は、事
じ

業者
ぎょうしゃ

の適切
てきせつ

な判断
はんだん

に資
し

するために作成
さくせい

されるものであり、盛
も

り込
こ

ま

れる合理的配慮
ごうりてきはいりょ

の具体例
ぐたいれい

は、事
じ

業者
ぎょうしゃ

に強制
きょうせい

する性格
せいかく

のものではなく、また、それだけに限
かぎ

ら

れるものではない。事
じ

業者
ぎょうしゃ

においては、対応
たいおう

指針
し し ん

を踏
ふ

まえ、具体的
ぐたいてき

場面
ば め ん

や状 況
じょうきょう

に応
おう

じて柔軟
じゅうなん

に対応
たいおう

することが期待
き た い

される。 

（２）対応
たいおう

指針
し し ん

の記載
き さ い

事項
じ こ う

 

  対応
たいおう

指針
し し ん

の記載
き さ い

事項
じ こ う

としては、以下
い か

のものが考
かんが

えられる。 

  ①趣旨
し ゅ し

 

  ②障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

い及
およ

び合理的配慮
ごうりてきはいりょ

の基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

 

  ③障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

い及
およ

び合理的配慮
ごうりてきはいりょ

の具体例
ぐたいれい

 

  ④事
じ

業者
ぎょうしゃ

における相談
そうだん

体制
たいせい

の整備
せ い び

 

  ⑤事
じ

業者
ぎょうしゃ

における研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ

 

  ⑥国
くに

の行政
ぎょうせい

機関
き か ん

（主務
し ゅ む

大臣
だいじん

）における相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

【参考
さんこう

ページ】 
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■ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほ じ ょ

犬
けん

とは                                         

 「身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほ じ ょ

犬
けん

」は、目
め

や耳
みみ

や手足
て あ し

に障害
しょうがい

のある方
かた

の生活
せいかつ

をお手伝
て つ だ

い 

する、「盲導犬
もうどうけん

」・「聴
ちょう

導
どう

犬
けん

」・「介助
かいじょ

犬
けん

」のことです。                                     

 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほ じ ょ

犬法
けんほう

に基
もと

づき認定
にんてい

された犬
いぬ

で、特別
とくべつ

な訓練
くんれん

を受
う

けています。 

補助
ほ じ ょ

犬
けん

の種類
しゅるい

 

○盲導犬
もうどうけん

 

  目
め

の見
み

えない人
ひと

、見
み

えにくい人
ひと

が街
まち

なかを安全
あんぜん

に歩
ある

けるようにサポートします。障害物
しょうがいぶつ

を

避
さ

けたり、立
た

ち止
ど

まって曲
ま

がり角
かど

を教
おし

えたりします。ハーネス(胴
どう

輪
わ

)をつけています。 

○介助
かいじょ

犬
けん

 

  手
て

や足
あし

に障害
しょうがい

のある人
ひと

の日常
にちじょう

の生活
せいかつ

動作
ど う さ

をサポートします。物
もの

を拾
ひろ

って渡
わた

したり、指示
し じ

し

たものを持
も

ってきたり、着
ちゃく

脱衣
だ つ い

の介助
かいじょ

などを行
おこ

ないます。“介助
かいじょ

犬
けん

”と書
か

かれた表示
ひょうじ

をつけ

ています。 

○聴
ちょう

導
どう

犬
けん

 

  音
おと

が聞
きこえ

えない、聞
き

こえにくい人
ひと

に、生活
せいかつ

の中
なか

の必要
ひつよう

な音
おと

を知
し

らせます。玄関
げんかん

のチャイム音
おん

・

FAX着信音
ちゃくしんおん

・赤
あか

ちゃんの泣
な

き声
ごえ

などを聞
き

き分
わ

けて教
おし

えます。“聴
ちょう

導
どう

犬
けん

”と書
か

かれた表
ひょう

示
じ

を

つけています。 

補助
ほ じ ょ

犬
けん

の同伴
どうはん

については、「身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほ じ ょ

犬法
けんほう

」で、人
ひと

が立
た

ち入
い

ることのできるさまざま

な場所
ば し ょ

で受
う

け入
い

れるよう義
ぎ

務
む

づけられています。「犬
いぬ

だから」という理由
り ゆ う

で受
う

け入
い

れを拒否
き ょ ひ

しな

いでください。 

補助
ほ じ ょ

犬
けん

の同伴
どうはん

を受
う

け入
い

れる義
ぎ

務
む

がある場所
ば し ょ

 

・ 国
くに

や地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

などが管理
か ん り

する公共
こうきょう

施設
し せ つ

・ 公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

（電車
でんしゃ

、バス、タクシーな

ど） 

・ 不特定
ふとくてい

かつ多数
た す う

の人
ひと

が利用
り よ う

する民間
みんかん

施設
し せ つ

－商 業
しょうぎょう

施設
し せ つ

、飲食店
いんしょくてん

、病院
びょういん

、ホテルなど 

・ 事務所
じ む し ょ

（職場
しょくば

）－国
くに

や地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

などの事務所
じ む し ょ

－従 業 員
じゅうぎょういん

50人
にん

以上
いじょう

の民間
みんかん

企業
きぎょう

 

補助
ほ じ ょ

犬
けん

の同伴
どうはん

を受
う

け入
い

れる努
ど

力
りょく

をする必要
ひつよう

がある場所
ば し ょ

 

・ 事務所
じ む し ょ

（職場
しょくば

）－従 業 員
じゅうぎょういん

50人
にん

未満
み ま ん

の民間
みんかん

企業
きぎょう

 

・ 民間
みんかん

住宅
じゅうたく

 

補助
ほ じ ょ

犬
けん

の受
う

け入
い

れ施
し

設
せつ

の方
かた

へ 

●補助
ほ じ ょ

犬
けん

は、ユーザーの指示
し じ

に従
したが

い待
たい

機
き

することができるので、特別
とくべつ

な設備
せ つ び

は必要
ひつよう

ありません。 

●補助
ほ じ ょ

犬
けん

の同伴
どうはん

を受
う

け入
い

れる際
さい

に他
た

のお客
きゃく

様
さま

から苦情
くじょう

がある場合
ば あ い

は、「身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほ じ ょ

犬法
けんほう

」

で受
う

け入
い

れ義
ぎ

務
む

があること、補助
ほ じ ょ

犬
けん

の行動
こうどう

や健康
けんこう

の管理
か ん り

はユーザーが責任
せきにん

をもって行
おこ

なって

いることを説明
せつめい

し、理解
り か い

を求
もと

めてください。 

●補助
ほ じ ょ

犬
けん

が通路
つ う ろ

をふさいだり、周
まわ

りのにおいを嗅
か

ぎ回
まわ

ったり、その他
た

、何
なに

か困
こま

った行
こう

動
どう

をして

いる場合
ば あ い

は、そのことを補助
ほ じ ょ

犬
けん

ユーザーにはっきり伝
つた

えてください。 

●補助
ほ じ ょ

犬
けん

を同伴
どうはん

していても、補助
ほ じ ょ

犬
けん

ユーザーへの援助
えんじょ

が必要
ひつよう

な場合
ば あ い

があります。補助
ほ じ ょ

犬
けん

ユーザ

ーが困
こま

っている様子
よ う す

を見
み

かけたら、まずは声
こえ

をかけたり、筆談
ひつだん

をしたりコミュニケーションを

とってください。 

●特
とく

に身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほ じ ょ

犬
けん

ユーザーの受
う

け入
い

れを円滑
えんかつ

にするために、医療
いりょう

機関
き か ん

に考慮
こうりょ

していた

だきたいことを、次
つぎ

のホームページに掲載
けいさい

しておりますので、こちらも併
あわ

せてご確
かく

認
にん

くださ

い。 http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/syakai/hojyoken/html/a08.html 

 

 

【参考
さんこう

ページ】 

http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/syakai/hojyoken/html/a08.html
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■ 障害者
しょうがいしゃ

に関
かん

するマーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■コミュニケーション支援用
しえんよう

絵
え

記号
き ご う

の例
れい

 

  

【参考
さんこう

ページ】 

 
  

   

  

 

【障害者
しょうがいしゃ

のための国際
こくさい

シンボルマーク】 

所管
しょかん

：公益
こうえき

財団
ざいだん

法人
ほうじん

日本
にほん

障害者
しょうがいしゃ

リハビリテーション協 会
きょうかい

 

【身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

標識
ひょうしき

】 

所管
しょかん

：警察庁
けいさつちょう

 

【聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

標識
ひょうしき

】 

所管
しょかん

：警察庁
けいさつちょう

 

【盲人
もうじん

のための国際
こくさい

シンボルマーク】 

所管
しょかん

：社会
しゃかい

福祉
ふくし

法人
ほうじん

日本
にほん

盲人
もうじん

福祉
ふくし

委員会
いいんかい

 

【耳
みみ

マーク】 

所管
しょかん

：一般
いっぱん

社団
しゃだん

法人
ほうじん

全日本
ぜんにっぽん

難聴者
なんちょうしゃ

・ 

中途失聴者
ちゅうとしっちょうしゃ

団体
だんたい

連合会
れんごうかい

 

【ほじょ犬
けん

マーク】 

所管
しょかん

：厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

社会
しゃかい

・ 

援護局
えんごきょく

障 害
しょうがい

保健
ほけん

福祉部
ふ く し ぶ

 

【オストメイトマーク】 

所管
しょかん

：公益
こうえき

社団
しゃだん

法人
ほうじん

日本
にほん

オストミー協 会
きょうかい

 

【ハート・プラスマーク】 

所管
しょかん

：特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

 

ハート・プラスの会
かい

 

「H26年版
ねんばん

 障害者
しょうがいしゃ

白書
はくしょ

」(内閣府
ないかくふ

)より 

「H26年版
ねんばん

 障害者
しょうがいしゃ

白書
はくしょ

」（内閣府
ないかくふ

）より 
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■障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた具体的
ぐたいてき

対応例
たいおうれい

（その１） 

自分
じ ぶ ん

のタイミングで移動
い ど う

したい（視覚
し か く

障害
しょうがい

） 

全盲
ぜんもう

の視覚
し か く

障害者
しょうがいしゃ

Ａさんは、地域
ち い き

の医療
いりょう

機関
き か ん

を受診
じゅしん

する際
さい

、内科
な い か

への案内
あんない

看板
かんばん

等
とう

が見
み

え

ず単
たん

独
どく

で行
い

くことができませんでした。しかし医
い

療
りょう

機
き

関
かん

入
い

り口
ぐち

付
ふ

近
きん

にガイドボランティア

が配置
は い ち

され、手
て

助
だす

けが必要
ひつよう

な人
ひと

に一声
ひとこえ

かけてくれるようになったことから、付
つ

き添
そ

いがな

くても一人
ひ と り

で通
かよ

うことができるようになりました。 

また併
あわ

せて、エレベーターや階段
かいだん

の手
て

すりにも点
てん

字
じ

シールを表示
ひょうじ

することになり、ガイ

ドボランティアと離
はな

れていても、自分
じ ぶ ん

のタイミングで移動
い ど う

することが可能
か の う

になり、御本人
ごほんにん

の

気持
き も

ちもとても自由
じ ゆ う

になりました。 

 

 

 

■障
しょう

害
がい

特
とく

性
せい

に応
おう

じた具
ぐ

体
たい

的
てき

対
たい

応
おう

例
れい

（その２） 

呼
よ

び出
だ

し方
ほう

法
ほう

の改
かい

善
ぜん

（聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

） 

 聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

（発語
は つ ご

可能
か の う

・4級
きゅう

）のＢさんは受
じゅ

診
しん

申
もうし

込
こ

みのため、受付
うけつけ

を済
す

ませ呼
よ

び出
だ

し

を待
ま

っていましたがなかなか呼
よ

ばれませんでした。受付
うけつけ

に、呼
よ

ばれていないことを申
もう

し出
で

る

と、「名前
な ま え

を呼
よ

びましたが、返事
へ ん じ

がありませんでした」とのことでした。音声
おんせい

による通常
つうじょう

の

呼
よ

び出
だ

ししか行
おこな

われなかったためです。 

 その後
ご

、事務局
じむきょく

は対応
たいおう

を検討
けんとう

し、聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のある方
かた

には、文字
も じ

情報
じょうほう

などでも呼
よ

び出
だ

し

を伝
つた

え、手
て

続
つづ

きに関
かん

するやりとりに関
かん

しても筆
ひつ

談
だん

等
とう

で対
たい

応
おう

することとしました。 

 

 

 

■障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた具
ぐ

体
たい

的
てき

対
たい

応
おう

例
れい

（その３） 

建物
たてもの

の段差
だ ん さ

が障壁
しょうへき

に（肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

） 

車椅子
くるまいす

を使用
し よ う

している身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

（1級
きゅう

）Ａさんが、医療
いりょう

機関
き か ん

に入
はい

ろうとすると大
おお

きな

段
だん

差
さ

があり立
た

ち往
おう

生
じょう

してしまいました。 

スタッフに協 力
きょうりょく

をお願
ねが

いしてみると、段差
だ ん さ

を車椅子
くるまいす

で乗
の

り越
こ

える手
て

伝
つだ

いを申
もう

し出
で

てく

れました。介助
かいじょ

のお陰
かげ

で、無事
ぶ じ

に医療
いりょう

機関
き か ん

に入
はい

ることができました。 

 

 

 

 

 

【参考ページ】 
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■ 障害
しょうがい

特性
とくせい

や特性
とくせい

ごとの配慮
はいりょ

事項
じ こ う

等
とう

 

※障害
しょうがい

特性
とくせい

や特性
とくせい

ごとの配慮
はいりょ

事項
じ こ う

等
とう

を知
し

るには、例
たと

えば、以下
い か

のようなホームページがあります。 

【内閣府
ないかくふ

】公共
こうきょう

サービス窓口
まどぐち

における配慮
はいりょ

マニュアル‐障害
しょうがい

のある方
かた

に対
たい

する心
こころ

の身
み

だしなみ‐

http://www8.cao.go.jp/shougai/manual.html 

【厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

】みんなのメンタルヘルス 

http://www.mhlw.go.jp/kokoro/ 

【青森県
あおもりけん

】障害
しょうがい

を知
し

るためのガイドブック 

 https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kenko/syofuku/kyouseishakai.html 

【群馬県
ぐんまけん

障害者
しょうがいしゃ

社会
しゃかい

参加
さ ん か

推進協
すいしんきょう

議会
ぎ か い

】障害
しょうがい

のある方
かた

へのマナーブック 

http://www.normanet.ne.jp/~gunmasin/pdf/syogai_mb.pdf 

【千葉県
ち ば け ん

】障害
しょうがい

のある人
ひと

に対
たい

する情
じょう

報
ほう

保
ほ

障
しょう

のためのガイドライン 

 https://www.pref.chiba.lg.jp/shoufuku/shougai-kurashi/jouhouhoshou/ 

【東京都
とうきょうと

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

センター】改訂版
かいていばん

「障害
しょうがい

のある方
かた

への接遇
せつぐう

マニュアル」 

 http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/shinsho/tosho/hakkou/index.html 

【八
はち

王
おう

子
じ

市
し

】みんなちがってみんないい（障害
しょうがい

のある人
ひと

を理解
り か い

するためのガイドブック） 

 http://www.city.hachioji.tokyo.jp/korei_shogai/36129/37422/index.html 

【武蔵野市
む さ し の し

】心
こころ

のバリアフリーハンドブック 

 http://www.city.musashino.lg.jp/shogai/shogaishafukushi_c/015620.html 

【厚木市
あ つ ぎ し

】この街
まち

でともに…～障害
しょうがい

のある人
ひと

を理解
り か い

するためのガイドブック～ 

http://www.city.atsugi.kanagawa.jp/shiminbenri/iryofukusi/fukushi/shougai/guide/d014788.html 

【富山県
とやまけん

】障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に暮
く

らしやすいまちづくりのためのアドバイス事
じ

例
れい

集
しゅう

 

（障害
しょうがい

のある人
ひと

が「困
こま

った」事例
じ れ い

から） 

http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1209/kj00011743.html 

【大阪府
おおさかふ

】障
しょう

がい者
しゃ

が必要
ひつよう

とする社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

のための配慮
はいりょ

や工夫
く ふ う

の事例
じ れ い

について 

http://www.pref.osaka.lg.jp/keikakusuishin/go-hai/ 

【島根県
しまねけん

・鳥取県
とっとりけん

】障
しょう

がいを知
し

り、共
とも

に生
い

きる～まず、知
し

ることからはじめましょう～ 

http://www.pref.shimane.lg.jp/medical/fukushi/syougai/ippan/aisupport/supporter.data/H26panhu.pdf 

 http://www.pref.tottori.lg.jp/aisupport/ 

【熊本県
くまもとけん

】障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に生
い

きる熊
くま

本
もと

づくりのために（パンフレット） 

http://www.pref.kumamoto.jp/kiji_3020.html 

【宮崎県
みやざきけん

】障
しょう

がい理解
り か い

のためのハンドブック 

http://www.pref.miyazaki.lg.jp/shogaifukushi/kenko/shogaisha/shougairikai.html 

【沖縄県
おきなわけん

】こころのバリアフリー２（各種
かくしゅ

冊子
さ っ し

） 

http://www.pref.okinawa.lg.jp/site/kodomo/shogaifukushi/keikaku/jorei/bf2.html 

【名古屋市
な ご や し

】こんなときどうする？‐障害
しょうがい

のある人
ひと

を理解
り か い

し、配慮
はいりょ

のある接
せっ

し方
かた

をするためのガイ

ドブック‐ 

http://www.city.nagoya.jp/kurashi/category/22-2-0-0-0-0-0-0-0-0.html 

【福岡市
ふくおかし

】ユニバーサルデザインに配慮
はいりょ

した印刷物
いんさつぶつ

作成
さくせい

の手
て

引
び

き 

http://www.city.fukuoka.lg.jp/shisei/kouhou-hodo/kankoubutsu-video/ud.html 

【参考
さんこう

ページ】 

http://www8.cao.go.jp/shougai/manual.html
http://www.mhlw.go.jp/kokoro/
https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kenko/syofuku/kyouseishakai.html
http://www.normanet.ne.jp/~gunmasin/pdf/syogai_mb.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/shoufuku/shougai-kurashi/jouhouhoshou/
http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/shinsho/tosho/hakkou/index.html
http://www.city.hachioji.tokyo.jp/korei_shogai/36129/37422/index.html
http://www.city.musashino.lg.jp/shogai/shogaishafukushi_c/015620.html
http://www.city.atsugi.kanagawa.jp/shiminbenri/iryofukusi/fukushi/shougai/guide/d014788.html
http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1209/kj00011743.html
http://www.pref.osaka.lg.jp/keikakusuishin/go-hai/
http://www.pref.shimane.lg.jp/medical/fukushi/syougai/ippan/aisupport/supporter.data/H26panhu.pdf
http://www.pref.tottori.lg.jp/aisupport/
http://www.pref.kumamoto.jp/kiji_3020.html
http://www.pref.miyazaki.lg.jp/shogaifukushi/kenko/shogaisha/shougairikai.html
http://www.pref.okinawa.lg.jp/site/kodomo/shogaifukushi/keikaku/jorei/bf2.html
http://www.city.nagoya.jp/kurashi/category/22-2-0-0-0-0-0-0-0-0.html
http://www.city.fukuoka.lg.jp/shisei/kouhou-hodo/kankoubutsu-video/ud.html
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■ 障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

支援
し え ん

地域
ち い き

協議会
きょうぎかい

とは 

 

 障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

では、国
くに

及
およ

び地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

の機関
き か ん

であって、医療
いりょう

、介護
か い ご

、教育
きょういく

その他
た

の障害者
しょうがいしゃ

の自立
じ り つ

と社会
しゃかい

参加
さ ん か

に関連
かんれん

する分野
ぶ ん や

の事務
じ む

に従事
じゅうじ

する者
もの

（以下
い か

「関係
かんけい

機関
き か ん

」という。）

は、社
しゃ

会
かい

生活
せいかつ

を円滑
えんかつ

に営
いとな

む上
うえ

での困難
こんなん

を有
ゆう

する障
しょう

害者
がいしゃ

に対
たい

する支援
し え ん

が効果的
こうかてき

かつ円滑
えんかつ

に実施
じ っ し

されるよう、関係
かんけい

機関
き か ん

により構成
こうせい

される障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

支援
し え ん

地域協
ちいききょう

議会
ぎ か い

（以下
い か

「地域協
ちいききょう

議会
ぎ か い

」

という。）を組織
そ し き

できるとされています。（法
ほう

第
だい

１７条
じょう

第
だい

１項
こう

） 

１ 地域
ち い き

協議会
きょうぎかい

とは 

 ＜地域協
ちいききょう

議会
ぎ か い

の事務
じ む

＞ 

  障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

に関
かん

する相
そう

談
だん

等
とう

に係
かかわ

る協
きょう

議
ぎ

や地域
ち い き

における障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

を解消
かいしょう

するための

取
とり

組
くみ

に関
かん

する提
てい

案
あん

に係
かか

る協
きょう

議
ぎ

を行
おこな

う 

   ※個別
こ べ つ

事案
じ あ ん

ごとに差別
さ べ つ

か否
いな

かの判断
はんだん

を行
おこな

うことまでは想定
そうてい

されていない 

・事案
じ あ ん

の情報
じょうほう

共有
きょうゆう

や構成
こうせい

機関
き か ん

への提言
ていげん

 

  ・地域
ち い き

における障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

の推進
すいしん

のための取組
とりくみ

に関
かん

する協議
きょうぎ

・提案
ていあん

 

  ・事案
じ あ ん

の解決
かいけつ

を後
あと

押
お

しするための協議
きょうぎ

  など 

 ＜対象
たいしょう

となる障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

に係
かか

る事
じ

案
あん

＞ 

  一般
いっぱん

私人
し じ ん

による事案
じ あ ん

は地域協
ちいききょう

議会
ぎ か い

における情報
じょうほう

共有
きょうゆう

の対象
たいしょう

としないが、環境
かんきょう

の整備
せ い び

に

関
かん

する相談
そうだん

、制度
せ い ど

等
とう

の運用
うんよう

に関
かん

する相談
そうだん

については情報
じょうほう

共有
きょうゆう

の対象
たいしょう

とする 

２ 地域協
ちいききょう

議会
ぎ か い

の組織
そ し き

 

  都道府県
と どう ふけ ん

、市町村
しちょうそん

、特別
とくべつ

区
く

など地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

が主導
しゅどう

して組織
そ し き

する 

  

詳細
しょうさい

については、内閣府
ないかくふ

ホームページに掲載
けいさい

されています。  

http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考
さんこう

ページ】 

http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai.html
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■ 障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

の対象
たいしょう

となる疾病
しっぺい

について 

 

  平
へい

成
せい

２５年
ねん

４月
がつ

より、難病
なんびょう

等
とう

が障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

の対象
たいしょう

となり１３０疾病
しっぺい

を対象
たいしょう

とし

ていましたが、指定
し て い

難病
なんびょう

（医療費
いりょうひ

助成
じょせい

の対象
たいしょう

となる難病
なんびょう

）の検討
けんとう

を踏
ふ

まえ、平
へい

成
せい

２７年
ねん

１

月
がつ

より、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

の対象
たいしょう

疾病
しっぺい

が１５１疾病
しっぺい

に拡大
かくだい

されました（第
だい

１次
じ

検
けん

討
とう

）。 

また、第
だい

２次
じ

検
けん

討
とう

の結果
け っ か

、平
へい

成
せい

２７年
ねん

７月
がつ

から３３２疾病
しっぺい

に拡大
かくだい

されました。 

 http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/shougaishahukushi/hani/index.html 

 

  対象
たいしょう

となる方
かた

は、障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

（※１）をお持
も

ちでなくても、必要
ひつよう

と認
みと

められた障害
しょうがい

福
ふく

祉
し

サービス等
とう

（※２）が受
う

けられます。 

 

※１ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

・療育
りょういく

手帳
てちょう

・精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

 

※２ 障害者
しょうがいしゃ

・児
じ

は、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス・相談
そうだん

支援
しえん

・補
ほ

装具
そうぐ

及
およ

び地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

 

     （障害児
しょうがいじ

は、障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

と障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

も含
ふく

む。） 

 

* 難病
なんびょう

の特徴
とくちょう

（症 状
しょうじょう

の変化
へ ん か

や進行
しんこう

、福祉
ふ く し

ニーズ等
とう

）については、「難病
なんびょう

患者
かんじゃ

等
とう

に対
たい

する認
にん

定
てい

マ

ニュアル（平成
へいせい

27年
ねん

9月
がつ

）」を参照
さんしょう

ください 

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12200000-Shakaiengokyokushougaihokenfukushibu/1_13.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考
さんこう

ページ】 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/shougaishahukushi/hani/index.html
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12200000-Shakaiengokyokushougaihokenfukushibu/1_13.pdf
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■ 権利
け ん り

擁護
よ う ご

に関連
かんれん

する法律
ほうりつ

（その１） 

 

【障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

、障害者
しょうがいしゃ

の養護者
ようごしゃ

に対
たい

する支援
し え ん

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

（障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

）】 

１．目的
もくてき

 

  障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する虐待
ぎゃくたい

が障害者
しょうがいしゃ

の尊厳
そんげん

を害
がい

するものであり、障害者
しょうがいしゃ

の自立
じ り つ

及
およ

び社会
しゃかい

参加
さ ん か

にとって障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する虐待
ぎゃくたい

を防止
ぼ う し

することが極
きわ

めて重要
じゅうよう

であること等
とう

に鑑
かんが

み、

障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する虐待
ぎゃくたい

の禁止
き ん し

、国
くに

等
とう

の責務
せ き む

、障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

を受
う

けた障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する保
ほ

護
ご

及
およ

び自立
じ り つ

の支援
し え ん

のための措置
そ ち

、養護者
ようごしゃ

に対
たい

する支援
し え ん

のための措置
そ ち

等
とう

を定
さだ

めることにより、

障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

、養護者
ようごしゃ

に対
たい

する支援
し え ん

等
とう

に関
かん

する施策
し さ く

を促進
そくしん

し、もって障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

利益
り え き

の擁護
よ う ご

に資
し

することを目的
もくてき

としています。 

２．障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する虐待
ぎゃくたい

の禁止
き ん し

と早期
そ う き

発見
はっけん

の努力
どりょく

義務
ぎ む

 

何
なん

人
びと

も障害者
しょうがいしゃ

を虐待
ぎゃくたい

してはならない旨
むね

を定
さだ

め、障害者
しょうがいしゃ

の虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

に係
かか

る国
くに

等
とう

の責務
せ き む

や、障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の早期
そ う き

発見
はっけん

の努力
どりょく

義務
ぎ む

を定
さだ

めています。 

３．「障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

」の通報
つうほう

義務
ぎ む

 

「障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

」を受
う

けたと思
おも

われる障害者
しょうがいしゃ

を発見
はっけん

した者
もの

に速
すみ

やかな通報
つうほう

を義
ぎ

務
む

付
づ

けてい

ます。 

４．｢障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

｣とは 

 ①～③の人
ひと

たちが、㋐～㋔の５つのいずれかの虐待
ぎゃくたい

行為
こ う い

を行
おこな

った場合
ば あ い

を「障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

」

としています。 

  ①養護者
ようごしゃ

（障害者
しょうがいしゃ

の世話
せ わ

をしている家族
か ぞ く

等
とう

） 

  ②障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

従事者
じゅうじしゃ

等
とう

（障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの職員
しょくいん

等
とう

） 

  ③使用者
しようしゃ

（障害者
しょうがいしゃ

を雇用
こ よ う

している者
もの

等
とう

） 

５つの行為
こ う い

（具体的
ぐたいてき

要件
ようけん

は、虐待
ぎゃくたい

を行
おこな

う主体
しゅたい

ごとに微妙
びみょう

に異
こと

なる。） 

  ㋐身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい

：障害者
しょうがいしゃ

の身体
しんたい

に外傷
がいしょう

が生
しょう

じ、若
も

しくは生
しょう

じるおそれのある暴行
ぼうこう

を加
くわ

え、

又
また

は正当
せいとう

な理由
り ゆ う

なく障害者
しょうがいしゃ

の身体
しんたい

を拘束
こうそく

すること 

  ㋑放棄
ほ う き

・放置
ほ う ち

：障害者
しょうがいしゃ

を衰弱
すいじゃく

させるような 著
いちじる

しい減食
げんしょく

又
また

は長時間
ちょうじかん

の放置
ほ う ち

等
とう

による㋐

㋒㋓の行為
こ う い

と同様
どうよう

の行為
こ う い

の放置
ほ う ち

等
とう

 

  ㋒心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい

：障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する 著
いちじる

しい暴言
ぼうげん

又
また

は 著
いちじる

しく拒絶的
きょぜつてき

な対応
たいおう

その他
た

の

障害者
しょうがいしゃ

に 著
いちじる

しい心理的
しんりてき

外傷
がいしょう

を与
あた

える言動
げんどう

を行
おこな

うこと 

  ㋓性
せい

的
てき

虐
ぎゃく

待
たい

 ：障害者
しょうがいしゃ

にわいせつな行為
こ う い

をすること又
また

は障害者
しょうがいしゃ

をしてわいせつな行為
こ う い

を

させること 

 ㋔経済的
けいざいてき

虐待
ぎゃくたい

：障害者
しょうがいしゃ

から不当
ふ と う

に財産上
ざいさんじょう

の利益
り え き

を得
え

ること 

５．通報先
つうほうさき

 

 市町村
しちょうそん

・都道府県
と どう ふけ ん

の部
ぶ

局
きょく

等
とう

は、障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の通報
つうほう

や対応
たいおう

の窓口
まどぐち

等
とう

となる「市町村
しちょうそん

障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

センター」、「都道府県
と どう ふけ ん

障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

擁護
よ う ご

センター」の機
き

能
のう

を果
は

たしていま

す。 

６．学校
がっこう

、保育所
ほいくじょ

、医療
いりょう

機関
き か ん

における虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

 

    就学
しゅうがく

する障害者
しょうがいしゃ

、保育所
ほいくじょ

等
とう

に通
かよ

う障害者
しょうがいしゃ

及
およ

び医療
いりょう

機関
き か ん

を利用
り よ う

する障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する

虐待
ぎゃくたい

への対応
たいおう

について、その防止
ぼ う し

等
とう

のための措置
そ ち

の実施
じ っ し

を学校
がっこう

の長
ちょう

、保育所
ほいくじょ

等
とう

の長
ちょう

及
およ

び

医療
いりょう

機関
き か ん

の管理者
かんりしゃ

に義
ぎ

務
む

付
づ

けています。 

 

 

【参考
さんこう

ページ】 
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■ 権利
け ん り

擁護
よ う ご

に関連
かんれん

する法律
ほうりつ

（その２） 

 

【児童
じ ど う

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

（児童
じ ど う

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

）】 

  児童
じ ど う

に対
たい

する虐待
ぎゃくたい

の禁止
き ん し

、児童
じ ど う

虐待
ぎゃくたい

の予防
よ ぼ う

及
およ

び早期
そ う き

発見
はっけん

その他
た

の児童
じ ど う

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

に関
かん

す

る国
くに

及
およ

び地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

の責務
せ き む

、児童
じ ど う

虐待
ぎゃくたい

を受
う

けた児童
じ ど う

の保護
ほ ご

及
およ

び自立
じ り つ

の支援
し え ん

のための措置
そ ち

等
とう

を定
さだ

めることにより、児童
じ ど う

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

等
とう

に関
かん

する施策
し さ く

を促進
そくしん

し、もって児童
じ ど う

の権利
け ん り

利益
り え き

の

擁護
よ う ご

に資
し

することを目的
もくてき

とする法律
ほうりつ

です。 

○「児童
じ ど う

虐待
ぎゃくたい

」とは保護者
ほ ご し ゃ

がその監護
か ん ご

する児童
じ ど う

について行
おこな

う次
つぎ

の行為
こ う い

をいいます。  

 ①身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい

：殴
なぐ

る、蹴
け

る、投
な

げ落
お

とす、激
はげ

しく揺
ゆ

さぶる、やけどを負
お

わせる、溺
おぼ

れさせ

る、首
くび

を絞
し

める、縄
なわ

などにより一室
いっしつ

に拘束
こうそく

する など  

②性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい

 ：子
こ

どもへの性的
せいてき

行為
こ う い

、性的
せいてき

行為
こ う い

を見
み

せる、性器
せ い き

を触
さわ

る又
また

は触
さわ

らせる、ポル

ノグラフィの被写体
ひしゃたい

にする など  

③ネグレクト：家
いえ

に閉
と

じ込
こ

める、食事
しょくじ

を与
あた

えない、ひどく不潔
ふ け つ

にする、自動車
じどうしゃ

の中
なか

に放置
ほ う ち

す

る、重
おも

い病気
びょうき

になっても病院
びょういん

に連
つ

れて行
い

かない など  

④心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい

：言葉
こ と ば

による脅
おど

し、無視
む し

、きょうだい間
かん

での差
さ

別
べつ

的
てき

扱
あつか

い、子
こ

どもの目
め

の前
まえ

で

家族
か ぞ く

に対
たい

して暴力
ぼうりょく

をふるう（ドメスティック・バイオレンス：ＤＶ） な

ど 

 

【高齢者
こうれいしゃ

に対
たい

する虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

、高齢者
こうれいしゃ

の養護者
ようごしゃ

に対
たい

する支援
し え ん

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

（高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

）】 

 高齢者
こうれいしゃ

の虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

等
とう

に関
かん

する国
くに

等
とう

の責務
せ き む

、虐待
ぎゃくたい

を受
う

けた高齢者
こうれいしゃ

の保護
ほ ご

及
およ

び養護者
ようごしゃ

に対
たい

する

支援
し え ん

の措置
そ ち

等
とう

を定
さだ

めることにより、高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

に関
かん

する施策
し さ く

を促進
そくしん

し、もって高齢者
こうれいしゃ

の

権利
け ん り

利益
り え き

の擁護
よ う ご

に資
し

することを目的
もくてき

とする法律
ほうりつ

です。 

○虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

施策
し さ く

には、①養護者
ようごしゃ

（家族
かぞく

等
とう

）による虐待
ぎゃくたい

に対
たい

するものと、②養
よう

介護
か い ご

施設
し せ つ

従事者
じゅうじしゃ

等
とう

による虐待
ぎゃくたい

に対
たい

するものに大別
たいべつ

されます。 

○虐待
ぎゃくたい

の類型
るいけい

には、①身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい

、②養護
よ う ご

を 著
いちじる

しく怠
おこた

る（ネグレクト）、③心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい

、

④性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい

、⑤経済的
けいざいてき

虐待
ぎゃくたい

があります。 

 詳細
しょうさい

は、 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/boushi/index.html  

よりご覧
らん

ください。 

 

【配偶者
はいぐうしゃ

からの暴力
ぼうりょく

の防止
ぼ う し

及
およ

び被害者
ひがいしゃ

の保護
ほ ご

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

（配偶者
はいぐうしゃ

暴力
ぼうりょく

防止法
ぼうしほう

）】 

 配偶者
はいぐうしゃ

からの暴力
ぼうりょく

に係
かか

る通
つう

報
ほう

、相談
そうだん

、保護
ほ ご

、自立
じ り つ

支援
し え ん

等
とう

の体制
たいせい

を整備
せ い び

し、配偶者
はいぐうしゃ

からの暴力
ぼうりょく

の防止
ぼ う し

及
およ

び被害者
ひがいしゃ

の保護
ほ ご

を図
はか

ることを目的
もくてき

とする法律
ほうりつ

です。 

○配偶者
はいぐうしゃ

：男性
だんせい

、女性
じょせい

を問
と

いません。事実婚
じじつこん

や元配偶者
もとはいぐうしゃ

*も含
ふく

まれます。 

*離婚前
りこんまえ

に暴力
ぼうりょく

を受
う

け、離婚後
り こ ん ご

も引
ひ

き続
つづ

き暴力
ぼうりょく

を受
う

ける場合
ばあい

 

*生活
せいかつ

の本拠
ほんきょ

をともにする交際
こうさい

相手
あいて

、元生活
もとせいかつ

の本拠
ほんきょ

をともにする交際
こうさい

相手
あいて

も対象
たいしょう

 

○暴力
ぼうりょく

：身体的
しんたいてき

暴力
ぼうりょく

のみならず、精神的
せいしんてき

・性的
せいてき

暴力
ぼうりょく

*も含
ふく

まれます。 

*保護
ほ ご

命令
めいれい

の申
もう

し立
た

ては身体
しんたい

に対
たい

する暴力
ぼうりょく

又
また

は生
せい

命
めい

等
とう

に対
たい

する脅迫
きょうはく

のみ対象
たいしょう

 

 詳細
しょうさい

は、http://www.gender.go.jp/e-vaw/law/index2.html よりご覧
らん

ください。 

 

【参考
さんこう

ページ】 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/boushi/index.html
http://www.gender.go.jp/e-vaw/law/index2.html
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■ 発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
しえんほう

とは 

 

Ⅰ．目的
もくてき

 

親
おや

をはじめとする身近
み ぢ か

な人
ひと

、保育所
ほいくじょ

や学校
がっこう

などの担任
たんにん

、病院
びょういん

や福祉
ふ く し

機関
き か ん

で支援
し え ん

に携
たずさ

わる者
もの

、

行政
ぎょうせい

機関
き か ん

の職員
しょくいん

、その他
た

様々
さまざま

な立場
た ち ば

の国民
こくみん

全体
ぜんたい

が、発達
はったつ

障害
しょうがい

の特性
とくせい

を理解
り か い

し支援
し え ん

ができ

るようにするために 

・早期
そ う き

発見
はっけん

・発達
はったつ

支援
し え ん

に関
かん

する国
くに

・地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

の責務
せ き む

を明
あき

らかにしました。 

・発達
はったつ

障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じ り つ

や社会
しゃかい

参加
さ ん か

のために、様々
さまざま

な分野
ぶ ん や

で支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る必要
ひつよう

 

性
せい

があることが示
しめ

されました。 

 

Ⅱ．定義
て い ぎ

（発達
はったつ

障害
しょうがい

とは） 

  自閉症
じへいしょう

やアスペルガー症候群
しょうこうぐん

などを含
ふく

む広汎性
こうはんせい

発達
はったつ

障害
しょうがい

、学習
がくしゅう

障害
しょうがい

、注意欠陥多動
ちゅういけっかんたどう

性
せい

障害
しょうがい

などが代表的
だいひょうてき

ですが、このほかにもトゥレット症候群
しょうこうぐん

、吃音症
きつおんしょう

など様々
さまざま

なものがあ

ります。 

  現時点
げんじてん

では、確
たし

かな原因
げんいん

は明
あき

らかにはなっていませんが、様々
さまざま

な調査
ちょうさ

から、脳
のう

の機能
き の う

が

平均的
へいきんてき

な世
よ

の中
なか

の人
ひと

とは違
ちが

う発達
はったつ

の仕方
し か た

をしているらしいということが徐々
じょじょ

に分
わ

かってきて

います。 

  「発達
はったつ

障害
しょうがい

」という名前
な ま え

から、「発達
はったつ

しない」「子
こ

どもの時期
じ き

だけの障害
しょうがい

」などという

イメージが持
も

たれることもありますが、これは誤解
ご か い

です。その人
ひと

に合
あ

った支援
し え ん

があれば、自立
じ り つ

や社会
しゃかい

参加
さ ん か

の可能性
かのうせい

は高
たか

まります。また、発達
はったつ

障害
しょうがい

の特性
とくせい

を踏
ふ

まえた支援
し え ん

は､子
こ

どもの時期
じ き

だ

けではなく成人期
せいじんき

や老年期
ろうねんき

にも必要
ひつよう

になります。 

 

Ⅲ．相談
そうだん

機関
き か ん

等
とう

（発達
はったつ

障害
しょうがい

について相談
そうだん

したいとき） 

  まずは、現在
げんざい

住
す

んでいる地域
ち い き

の中
なか

にある様々
さまざま

なサービス機関
き か ん

（たとえば、市町村
しちょうそん

の役場
や く ば

、

保育所
ほいくじょ

、学校
がっこう

、医療
いりょう

機関
き か ん

、ハローワークなど）でも、発達
はったつ

障害
しょうがい

に対
たい

する知識
ち し き

が年々
ねんねん

高
たか

まって

きています。 

また、都道府県
と どう ふけ ん

や政令
せいれい

市
し

には、発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センターが必
かなら

ず置
お

かれていますので、お住
す

まいの地域
ち い き

の発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センターに連絡
れんらく

をしたりホームページを確認
かくにん

したりするのも

良
よ

いでしょう。 

  国
くに

においても、発達
はったつ

障害
しょうがい

情報
じょうほう

・支援
し え ん

センターのホームページを随時
ず い じ

更新
こうしん

し、様々
さまざま

な情報
じょうほう

を掲載
けいさい

しています。  （掲載先
けいさいさき

） http://www.rehab.go.jp/ddis/ 

 

Ⅳ．普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

 

  発達
はったつ

障害
しょうがい

については、日本
に ほ ん

だけではなく世界中
せかいじゅう

で関心
かんしん

が高
たか

まりつつあります。たとえば、

平成
へいせい

１９年
ねん

には国連
こくれん

総会
そうかい

において「４月
がつ

２日
にち

を世界
せ か い

自閉症
じへいしょう

啓発
けいはつ

デーと定
さだ

める」決議
け つ ぎ

、平成
へいせい

２

４年
ねん

には「自閉症
じへいしょう

スペクトラム障害
しょうがい

、発達
はったつ

障害
しょうがい

及
およ

び関連
かんれん

する障害
しょうがい

により影響
えいきょう

を受
う

けてい

る個人
こ じ ん

、家
か

族
ぞく

及
およ

び社
しゃ

会
かい

の社会
しゃかい

経済的
けいざいてき

ニーズへの対応
たいおう

」に関
かん

する決議
け つ ぎ

が採択
さいたく

されています。 

  日本
に ほ ん

国内
こくない

でも、４月
がつ

２日
にち

の世界
せ か い

自閉症
じへいしょう

啓発
けいはつ

デーには様々
さまざま

な場所
ば し ょ

で建物
たてもの

を青
あお

くライトアップ

する取組
とりくみ

や、４月
がつ

２日
にち

から８日
にち

を発達
はったつ

障害
しょうがい

啓発
けいはつ

週間
しゅうかん

として様々
さまざま

な啓発
けいはつ

イベントが行
おこな

われ

るようになっています。  

（掲載先
けいさいさき

） http://www.worldautismawarenessday.jp/htdocs/ 

 

【参考
さんこう

ページ】 

http://www.rehab.go.jp/ddis
http://www.worldautismawarenessday.jp/htdocs/
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■ 関連
かんれん

ホームページ 

 

 

障害者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条約
じょうやく

（外務省
がいむしょう

）  

 http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/jinken/index_shogaisha.html 

 

障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

（内閣府
ないかくふ

） 

 http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai.html 

 

障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

（内閣府
ないかくふ

） 

 http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/wakugumi.html 

 

 厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

 

http://www.mhlw.go.jp/ 

 

 

 

 

 

【参考
さんこう

ページ】 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/jinken/index_shogaisha.html
http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai.html
http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/wakugumi.html
http://www.mhlw.go.jp/

